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自然が生んだ肱川の眺望

耕地は収穫作業をほば終え、山は一段と木の葉が色づく 11/=Jは、町内でも頻繁に朝もや

が立ちこめる季節を迎えます。

朝もやは、視界が悪くなるため卜‘ライバーの皆さんには余り歓迎されません。 しかし、

少し高い山へ登ると、すばらしい雲海を眼 ドに望むことができます。

(11月14日百丈ナルより）

今月号の主な内容

＝町報＝
卍農作業体験ツアー・・・・・・・・・・・・・・・・..2 
圏新しい町創造計画「住みたい町をつくる J"•3
衡合同金婚式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ •4 
唖社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..7 
*お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

＝農林だより＝
屯農協年末特別金融推進運動……8
*林業機械の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • 9 

唖今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝商工かわかみ
衡歳末連合大売出し••…...…••・・・・・ 12
劇青年部だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
蔓ふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •15

＝公民館報＝

唖第10回文化講演会・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
Rみんなの幸せを願って…………18

町民のうごき

人口 3,476人 (-1)

男 1,680人 (-2)

女 1,796人(+1) 

世帯数 999批 (+1)

（平成4年10月31日現在）
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十
月
十
八
日
予
子
林
の
町
有
田
で

J

親
子
五
十
人
名
が
参
加
し
て
農
作
業

体
験
、
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
六
月
に
自
分
た
ち
で
植
え
て
以
来

の
対
面
、
大
き
く
育
ち
、

実
っ
た
穂

に
大
喜
び
で
し
た
。
管
理
を
さ
れ
て

い
た
藤
野
原
部
落
の
池
田
義
喜
さ
ん

に
よ
り
稲
刈
り
作
業
の
注
意
を
受
け

た
後
、
鎌
に
よ
る
刈
り
取
り
を
行
い

ま
し
た
。
小
さ
な
手
で
ノ
コ
ギ
リ
の

よ
う
に
ゴ

シ
ゴ
シ
切
っ
た
り
、
途
中

ヘ
ビ
が
出
て
き
て
ビ
ッ
ク
リ
、
ま
た

コ
オ
ロ
ギ
を
つ
か
ま
え
た
り
し
な
が

ら
一
時
間
程
で
稲
木
掛
け
ま
で
す
べ

て
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
後
、

も
ち
つ
ぎ
や
栗
ひ
ろ
い
を
行
い
楽
し

い
農
作
業
体
験
の

一
日
で
し
た
。

、よめ
＇，i 這平｀ く

努計貴
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池田義喜さんから稲刈り作業時の注意をうける参加者

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

予
子
林
白
寿
会
と
予
子
林
小
学
校
・

幼
稚
園
の
児
童
と
の
交
流
会
が
十
月

二
十
八
日
に
猿
が
滝
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
白
寿
会

の
皆
さ
ん
が
猿
が
滝
公
園
に
集
ま
り

草
刈
り
や
清
掃
を
行
う
中
、
十
時
に

予
子
林
小
学
校
・
幼
稚
園
の
児
童
た

ち
が
公
園
に
到
着
し
、
一
緒
に
正
午

ま
で
清
掃
に
加
わ
り
ま
し
た
。

正
午
に
は
、
白
寿
会
の
手
作
り
の

弁
当
を
全
員
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
二
月
に
完
成
し
た
休
憩
所

で
は
、
児
童
た
ち
が
学
年
別
に
歌
や

十
月
二
十
二
日
に
佐
賀
県
佐
賀
市

の
佐
賀
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た

第
四
十
三
回
全
国
統
計
大
会
に
お
い

て
、
肱
川
町
は
工
業
統
計
調
査
の
成

績
が
極
め
て
優
良
と
認
め
ら
れ
、
通

商
産
業
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
明
治
四
十

二
年
か

ら
八
十
年
も
の
長
い
歴
史
を
も
つ
重

要
な
指
定
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

肱
川
町
（
工
業
統
計
調
査）

L

「
地
域
の
老
人
と
児
童
が
交
流
」

予子林白寿会
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心-士·>i_＿—-•ク・ '、
5年向うでは30戸の住宅が
完成します（瓜畦団地）

肱
川
町
で
の
出
生
、
死
亡
の
関
係

は
、
昭
和
五
八
年
よ
り
死
亡
者
数
が

住

み

た

い

町

自
分
の
住
ん
で
い
る
町
が
、
い
き
い
き
と
し
て
活
気
に
満
ち
た
町
で
あ
っ

て
欲
し
い
。

こ
れ
は
住
民
全
て
の
願
い
で
す
。
施
策
の
目
標
が
決
ま
っ
て
も
、
行

政
の
ひ
と
り
歩
き
で
あ
っ
た
り
、
誰
か
が
や
る
方
式
の
町
づ
く
り
は
進
展

せ
ず
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
参
加
と
実
践
が
必
要
で
す
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
施
設
、
交
通
通
信
網
の
整
備
、
働
く
場
所
の

確
保
、
生
産
基
盤
の
充
実
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
住
み
た
い
町
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
言
え
る
、
定
住
条
件
が
整
っ
た
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
住
み
た
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
三
回
に
分
け
て
考
え
て
行
き
ま
す
。

上
回
り
過
疎
に
拍
車
が
か
か
り
、
高

齢
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

過
疎
だ
過
疎
だ
と
よ
く
言
い
ま
す

が
、
都
市
部
の
過
密
ぶ
り
は
環
境
問

題
な
ど
そ
の
へ
い
害
は
は
か
り
ぎ
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「住
み
た
い
町
を
つ
く
る
」

新

し

い

町

創

造

を

め
ざ
し
て

(6) 

定

住

の

対

策

都
市
部
周
辺
で
は
人
口
の
急
増
で
、

従
来
の
ロ
ー
カ
ル
的
主
体
性
が
不
明

確
と
な
り
、
か
え
っ
て
悩
ん
で
い
る

町
村
も
あ
り
、
町
は
大
き
く
て
人
口

が
多
い
ば
か
り
が
い
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。仕
事
と
生
産
に
見
合
っ
た
人
間
が

そ
こ
に
住
み
‘、
そ
れ
を
次
代
に
引
き

継
ぐ
若
者
が
育
っ
て
行
く
条
件
整
備

こ
そ
が
必
要
で
す
。

過
疎
意
識
で
悲
観
的
に
受
け
止
め

て
い
る
だ
け
で
は
、
か
え
っ
て
人
口

減
少
は
加
速
し
ま
す
。

肱
川
町
の
人
口
目
標
を
約
四

0
0

0
人
と
し
、
安
定
し
た
年
齢
構
成
の

地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

正
山
風
の
会
の
発
意
や
努
力
で
推

進
さ
れ
た
、
瓜
畦
団
地
三

0
区
画
分

譲
は
、
す
で
に
四
戸
が
完
成
し
五
戸

目
が
建
築
中
で
す
。
こ
れ
は
人
口
増

加
へ
の
発
想
転
換
的
実
績
に
連
な
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

交
通
網
の
発
展
に
と
も
な
い
、
周

辺
市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
、
安
価
、

安
全
な
宅
地
供
給
を
行
い
、
若
者
だ

け
で
な
く
定
年
退
職
者
、

U
タ
ー
ソ

者
な
ど
新
規
定
住
者
の
積
極
的
受
入

れ
を
進
め
な
が
ら
、
別
荘
用
地
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
引
き
続
き
第

二
次
計
画
を
進
め
ま
す
。

平
成
四
年
度
に
は
八
戸
の
町
営
住

宅
の
建
設
を
し
ま
す
。

日
常
生
活
の
利
便
性
•
生
産
の
効

率
性
を
良
く
す
る
た
め
、
道
路
網
の

整
備
は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ず
、
そ

の
努
力
の
結
果
、
町
内
道
路
の
総
延

長
は
四

0
0
k
m
に
及
び
、
縦
、
横
の

連
絡
の
形
は
出
来
て
き
ま
し
た。

今
後
は
改
良
率
、
舗
装
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
ぎ
ま
す
。

高
速
道
路
が
大
洲
市
ま
で
延
び
、

さ
ら
に
南
へ
と
延
び
、
町
内
で
は
、

国
道
一
九
七
号
線
鹿
野
川
道
路
の
完

成
に
よ
り
、
私
た
ち

の
生
活
圏
の
状
況
や

産
業
活
動
は
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
す
。

農
道
、
林
道
を
始

め
と
す
る
新
設
・
改

良
を
進
め
る
中
で
、

新
時
代
へ
対
応
で
き

る
交
通
網
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

町
内
に
お
け
る
道

路
橋
梁
等
の
重
要
課

題
は
次
の
と
お
り
で

す。．
肱
川
公
園
線
改
艮
・

大
洲
北
平
線
改
良
・

大
谷
蔵
川
線
改
良
・

山
鳥
坂
名
荷
谷
線
改

良
・
瓜
生
谷
大
谷
橋

間
の
県
道
昇
格
と
蔵

川
線
へ
の
連
絡
・
坊

屋
敷
橋
の
付
替
・
赤

安フゃ．．`ー・
會玲点ぷ可，r-彎？―-唸ー7 9ヽ ・

芦手、こ今:.2」二ごーノ ｀—-一一―--= .. 
道路網の整備は快適環境づくりのひとつ（岩谷地区）

道
路
・
交
通
網

の

整

備

ヽ

岩
橋
の
付
替
・
鹿
野
川
湖
大
橋
・
国

道
一
九
七
号
線
鳥
首
ー
滝
山
間
の
改

良
こ
の
外
、
河
辺
川
ダ
ム
に
伴
う
道

路
橋
梁
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

町
内
の
諸
懸
案
を
解
決
し
な
が
ら
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
、
住
み
た
い
町
づ
く
り
の

中
で
、
情
報
通
信
網
、
防
災
、
消
防

交
通
安
全
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
考

え
て
ゆ
き
ま
す
。
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平成4年度 肱川町金婚式

金婚式を迎えられた 5組の皆さん

平成 4年度金婚者名簿

苦楽を共に 50年
晴れやかに金婚式

肱川町の恒例行

事となっている合

同金婚式が十月六

日、肱川町公民館

において、五組の

皆さんをお迎えし

て晴れやかに行わ

れました。

当日出席された

ご夫妻は、苦楽を

共に五十年間過ご

された満足感でいっ

ばいでした。

新婚当時の様子

を伺いますと夫は

戦争にとられ離れ

離れの生活を余儀

部落名 夫婦名 年齢 部落名 夫婦名 年齢

山槌
久保田壽行 (83歳）

大和
山内久網 (74歳）

トクヨ (66歳） 宮子 (69歳）

広常
都谷文雄 (80歳）

小藪
瀕平茂明 (76歳）

藤子 (76歳） マサミ (72歳）

森
濱田 登 (74歳）

敷水
森本義光 (73歳）

雅子 (67歳） ミサホ (68歳）

な
く
さ
れ
、
家
で
は
食
料
を
す
べ
て

供
出
し
配
給
の
生
活
、
衣
類
等
も
配

給
が
少
な
く
破
れ
た
ら
継
ぎ
は
ぎ
、

ま
た
砂
糖
や
イ
リ
コ
の
配
給
も
少
な

く

一
匹
ず
つ
分
け
た
こ
と
も
。
そ
し

て
戦
後
は
山
を
開
拓
し
、
食
料
の
確

保
に
頑
張
っ
た
こ
と
な
ど
、
苦
難
の

生
活
で
あ
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

こ。t
 こ
の
様
な
苦
難
の
中
、
幸
せ
な
人

生
を
築
か
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
大
野
町
長
は
じ
め
、
各
種

団
体
長
が
出
席
し
て
、
五
組
の
皆
さ

ん
を
祝
福
し
ま
し
た
。

な
お
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

◎
◎
R
①
◎
R
R
R
 

食
物
繊
維
を

じ
ょ
う
ず
に
と
ろ
う

食
物
繊
維
と
は
、
食
物
の
成
分
の

う
ち
で
人
の
消
化
酵
素
で
分
解
さ
れ

な
い
成
分
の
す
べ
て
の
こ
と
を
、
い

い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
食
物
繊
維
と

い
え
ば
食
物
の
カ
ス
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
大
腸
が
ん
、
糖
尿
病

な
ど
の
成
人
病
予
防
効
果
が
知
ら
れ

て
か
ら
は
①
た
ん
ば
く
質
②
脂
肪
③

糖
質
④
ビ
タ
ミ
ソ
⑤
ミ
ネ
ラ
ル
の
五

大
栄
養
素
に
つ
ぐ
「
第
六
の
栄
養
素
」

と
し
て
注
目
さ
れ
だ
し
た
の
で
す
。

＊
食
物
繊
維
を
じ
ょ
う
ず
に
と
る
方

法六
十
五
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
は

二
十
歳
か
ら
六
十

歳
未
満
の
方
を
加
入
の
対
象
に
し

①
て
い
ま
す
が
、
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期

＠
間
）
が
不
足
し
て
い
る
方
や
、
受

給
資
格
期
間
を
渦
た
し
て
い
て
も
、

過
去
に
保
険
料
の
未
納
期
間
や
免

除
期
間
が
あ
る
た
め
年
金
額
が
減

R
 

額
さ
れ
る
方
は
、
六
十
歳
か
ら
六

⑥
+
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
国
民

年
金
に
「
任
意
加
入
」
し
て
加
入
期

R
讐
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
年
金
を
受
け
る
た
め
の
不

足
期
間
が
五
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

任
意
加
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
年

金
受
給
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り

●
野
菜
を
毎
日

――
1
0
0グ
ラ

ム
と
る
。

野
菜
―
―10
0グ
ラ
ム
中
の

食
物
繊
維
は
約
十
グ
ラ
ム
。

こ
れ
に
芋
類
・
果
物
・
海

草
な
ど
を
合
わ
せ
て
バ
ラ

ソ
ス
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
は
煮
物
や
お
浸
し
に
。

野
菜
は
煮
た
り

い
た
め
た

り
し
て
か
さ
を
減
ら
し
て

食
べ
る
と
、

一
日
で
食
べ

ら
れ
る
量
が
増
加
し
ま
す
。

•
『
お
ふ
く
ろ
の
味
』
と
い

わ
れ
る
野
菜
を
多
く
と
る
。

か
ん
び
ょ
う
、
切
干
し
大

根
、
わ
ら
び
な
ど
の
乾
物

は
高
繊
維
食
で
す
。

ま
す
。た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
の
加
入
者
や
既
に
国

民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を

繰
り
上
げ
て
受
け
て
い
る
方

は
任
意
加
入
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

加
入
は
申
し
出
た
月
か
ら

に
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

が
遅
れ
る
と
そ
れ
だ
け
加
入

の
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

六
十
歳
に
な
る
前
に
、
ご

自
分
の
加
入
期
問
に
つ
い
て

確
認
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

加
入
期
間
等
に
つ
い
て
お

気
軽
に
役
場
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

No.~訟7XK7L〉⑲

こ
ん
に
ち
は
、
小
織
で
す
。

い
つ
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と

一
緒。

人
形
、
ま
ま
ご
と
遊
び
を
し、

時
に
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
、

い
じ

め
ら
れ
た
り
。
で
も
、
お
姉
ち
ゃ

ん
大
好
き
。

こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
ず
っ
と
、

仲
良
し
で
い
よ
う
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
、
ま
さ
や
で
ー
す
。

毎
日
お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

プ
ラ
ソ
コ
や
す
べ
り
台
で
遊
ん
で
ま

す
。
時
に
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
を
泣
か

し
て
ま
す
。
僕
は
、

ボ
ー

ル
遊
び
や

ゴ
ル
フ
が
大
好
き
。
わ
ん
ば
く
だ
け

ど
た
く
ま
し
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

お父さん
勝幸さん

お母さん
幸子さん

中
田
雅
也
く
ん
（
協
生
）

平
成
2
年

9
月
26
日
生

2
歳

1
か
月

お父さん
廣幸さん

お母さん
初恵さん

さ
お
り

大
森
小
織
ち
ゃ

ん
（小
倉）

平
成
2
年

9
月
6
日
生

2
歳
2
か
月
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あ
る
大
学
教
授
の
調
査
結
果
に
よ

れ
ば
、
事
故
を
起
こ
し
た
ヤ
ソ
グ
ド

ラ
イ
バ

ー
は
、

＊
多
く
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

て

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、

自
分
が
起
こ
す
と
は
考
え
て
も
い

な
か
っ
た
。

＊
人
が
こ
れ
ほ
ど
簡
単
に
死
ぬ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。

自
動
車
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け

考
え
、
車
の
危
険
性
な
ど
を
考
え

な
い
。

＊
喉
も
と
す
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ

る。
涙
を
流
し
て
反
省
し
て
も
、
車

を
操
縦
す
る
魅
力
に
抵
抗
で
ぎ
ず

す
ぐ
に
ハ
ソ
ド
ル
を
も
つ
。

な
ど
の
共
通
の
考
え
を
も
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

0
事
故
者
に
共
通
す
る
心
理

実
に
一

0
件
に
四
し
五
件
は
、

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故

運
転
す
る
と
き
も
同
乗
す
る

と
き
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
装
し
よ
う

ヤ
ソ
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
率
が
非
常
に
悪
い
よ
う
で

す。 大
事
な
の
は
あ
な
た
の

安
全
運
転
に
対
す
る

自
覚
と
実
践
！

このような事故を起こす前に…。

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の

0

対
策
期
間

月
二
十

一
日

皆
さ
ん
！

平
成
四
年
十
ー
十
二
月
三
十

一
日
の
間

（
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
六
釜
器
争
故
防
止
）

0
管
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

ヤ
ソ
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
関
係
す
る

人
身
事
故
は
、
八
月
末
で
七
六
件
9
.

事
故
を
起
こ
し
て
か
ら

「
若
気
の
い
た
り
で
し
た。

」

で
は
済
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
誰
も
そ
の
責
任
を
代
わ
っ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

ゆとりある生活実現のための住宅資金貸付金制度の御案内

（マイホーム建設促進特別貸付制度）

愛媛県では、住宅を新築購入する方の初期負担を軽減するため借入資金の一部を低利で融
資し、ゆとりある生活の実現と地域の活性化を目ざして本制度を創設いたしました。

この制度は特別対策のため、平成 5年度末までの取扱いとなっています。

制度の概要は次のとお りですので、ご利用下さい。

1.貸付の対象者 ・県内に自らの居住する住宅を新築購入する方
．償還能力のある方

2.貸付対象住宅

3.貸

4.貸

5.償

付

付

還

還

限

IJ

期

度

禾

方

額

率

間

・住宅金融公庫の融資をうける住宅

• 4 0 0万円

・当初 5年間年利4.0%
6年目以降は、民間住宅ローソ固定金利相当

• 20年以内（繰上げ償還可）

6.償

7.申し込み窓口 •伊予銀行、

（※申し込みが予定貸付枠に達した場合は、受
付しない場合がありますのでご承知願います。）

法 ・元利均等月賦償還又はこれと半年賦償還併用

愛媛銀行、農業協同組合（県信連）

詳細は、下記の窓口にお問い合わせ下さい。
八幡浜地方局建設部建築指導課 80893(24)5121 

一●相談日
交通事故ご相談

※弁護土相談日

月曜～金曜日
AM  9 : 30~PM4 : 40 
毎週木曜日
PM  1 : 00~ 4 : 00まで

専門の相談員が親身になってご相談に応じます。
●電話のご相談もお受けします。

匹 (0899)45-2335 

松山自動車保険請求相談センター

「国の教育ローン」のご案内
国民金融公庫では、高校、短大、大学等への入学費用
ゃ、在学中の授業料などの費用を融資する「国の教育ロー
ン」の申込みを受付しています。

ご融資額 学生•生徒お一人につき 150万円以内
利 率 年5.7%(11月2日から）

ご返済期間
両校、短大、専修学校、各種学校など 5年以内
大学、 高専など ...... .. 6年以内

据置期間 在学期間以内で元金据置可能。ただし、最長4年。

保 証 （財）教育資金融資保証基金または保証人(1人以上）

お問い合わせ先 国民金融公庫松山支店 匹0899(41)6148 担当 教育ローソ係
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区 (6)

動脈硬化の殆ど

は高血圧から

●主な脳卒中の種類

脳卒中も

心筋梗塞も 動脈硬化が元兇です

脳卒中は血管が破れるか、ふさがるか…でおこる。
-----------------------------------------------------------------------

血管が破れ出血する 血管がつまる

くも膜□血 （竺 一過I生脳虚血発作

脳血栓 脳梗塞 l 

喜［喜言凰；
高血圧予防には時期が大切 讐盟畏賃誓の殆どが、若い時の血圧は低い方でした。低血圧は動脈硬化

境界血圧の時に注意すれば動脈硬化は防げる。 口／／二生きでぎる。しかし極端な低血圧は治療が必要です。

の

出

か

で

失

ま

脳

て

の

が

が

い

て
れ

血

）

能

い

ど

切

に

腫

機

を

な

が

内

血

の

態

血

圧
脈
脳
（
脳
状

ヽ`＇’
‘

出

血

動

、

り

、

た

血

血

＂凶

高

出
溢

▼

＂

凶

＂

凶

月

”

し

し

ま

て

れ

。

n
傭

●

細

血

た

き

わ

す

↓ ●一過性脳虚血発作
脳動脈の動脈硬化
が進むと、 狭窄 した
部分に血栓がつまり、
一時的に手足のまひ
や しびれなどの発作
が起きます。そ して
この血栓が自然にと
けて、 血流が再開す
ると症状は治ります。

•

一
瞬
、
意
識
が
な
く
な
る

●
頭
重
、
鈍
い
頭
痛
が
つ
づ
く

脳
卒
中
の

●
激
し
い
頭
痛
が
す
る

前
ぶ
れ
を

見
逃
が
す

●
肩
や
首
が
ひ
ど
く
こ
る

な
I

|

|
●
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る

●
タ
バ
コ
や
鉛
筆
、
箸
を
落
と
す

●
ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
ポ
タ
ソ
が
う
ま
く
は
め
ら
れ
な
い

●
片
ほ
う
の

目
が
か
す
み
、
ス
ー
ッ
と
治
る

●
し
ゃ
べ
る
と
き
舌
が
も
つ

れ
た
り
、
食
べ
も
の
が
う
ま

く
飲
み
こ
め
な
か

っ
た
り
す
る

言

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
は
「
年
金

住
宅
融
資
」
の
申
し
込
み
受
付
を
行

っ

て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方
ー
現
在
厚
生
年
金

保
険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
間
が

三

年
以
上
あ
る
方

資
金
の
使
い
み
ち
ー
新
築
住
宅
・

マ
ソ
シ

ョ
ソ
・
建
売
住
宅
・
中
古
住

宅
の
購
入
お
よ
び
増
改
築
な
ど
の
住

宅
改
良
資
金

融

資

金

額

ー

所
有
資
金
の
八

0
%

以
内
で
、
最
高

一
千
九
百
四
十
万
円

ま
で
（
老
人
・
身
障
者
同
居
と
在
宅

ケ
ア
の
割
り
増
し
あ
り
）

融

資

利

率

ー

四

・
八
九
％
（一

般

貸
付
）

返

済

方

法

ー

元
金
均
等
返
済
・
元

利
均
等
返
済
の
選
択
が
で
き
る
。

返
済
期
間
ー

住
宅
の
種
類
に
よ

っ

て
五
年
か
ら
三
十
五
年

受

付

期

限

ー

十

二
月
十
八
日
（金）

ま
で
の
予
定

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

(
6
四

一
—
七
六
六
七
）ま
で

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

ミ
カ
ソ
や

カ
キ
が
お
い
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

む
い
た
皮
を
捨
て
て
し
ま
う
方
も
多

い
で
し
ょ
う
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
エ

夫
で
暮
ら
し
に
利
用
で
き
ま
す
。

か
ん
き
っ

ミ
カ
ソ
な
ど
の
柑
橘
類
は
、
独
特

の
い
い
香
り
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
皮

の
表
面
に
た
く
さ
ん
あ
る
小
さ
な
粒
々

（
油
胞
と
い
い
ま
す
）
に
、
リ
モ
ネ
ソ

や
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
香
り
の
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
を
生
か
し
た
の
が
料
理
の
香

り
つ
け
で
す
。
ミ

カ
ソ
の
皮
を
漬
物

ミ
カ
ン
や
カ
キ
の

皮
の
利
用
法

暮
ら
し
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ごぞんじですか！検察審査会

交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被
害にあい、警察や検察庁に訴えたが、検察
官がその事故を起訴してくれない。 このよ
うな不満をお持ちの方のために検察審査会
があります。お気軽にご相談ください。費
用は無料で、秘密は固く守られます。

お問い合わせは、
大洲ヽ市大洲845
松山地方裁判所大洲支部内
大洲I検察審査会事務局 云 24-2038へ

や
お
ひ
た
し
の
上
に
細
切
り
に
し
て

の
せ
た
り
、
細
か
く
刻
ん
で
七
味
唐

子
に
入
れ
た
り
す
る
と
、
香
り
は
も

ち
ろ
ん
彩
り
も
い
い
も
の
で
す
。
昔

な
が
ら
の
日
本
人
の
知
恵
で
す
ね
。

ま
た
、
ミ
カ
ソ
の
皮
を
カ
ラ
カ
ラ

に
な
る
ま
で
天
日
に
干
し
、
布
の
袋

ふ

ろ

に
詰
め
て
お
風
呂
に
い
れ
ま
す
。
皮

に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ソ
C
な
ど
の
働

き
で
、
毛
細
血
管
が
剌
激
さ
れ
、
ポ

カ
ポ
カ
と
温
ま
り
湯
冷
め
し
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
天
日
に
干
し
て
い
な
い

皮
を
布
の
袋
に
詰
め
て
お
風
呂
に
入

れ
る
と
、
油
胞
が
お
湯
に
溶
け
て
肌

が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
り
ま
す
。

カ
キ
の
皮
は
ミ
カ
ソ
の
皮
と
違
い
、

果
肉
を
守
る
た
め
固
く
て
、
調
理
を

し
て
食
べ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
漬
物
を
漬
け
る
と

き
に
は
、
最
高
の
隠
し
味
に
な
り
ま

す
。
カ
キ
の
果
肉
は
外
側
の
ほ
う
が

糖
分
が
多
く
て
甘
い
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
皮
の
近
く
が

一
番
甘
い
と
い

え
ま
す
。
で
す
か
ら
皮
を
捨
て
る
と
、

一
番
甘
い
、
お
い
し
い
部
分
を
捨
て

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

漬
物
に
使
う
の
で
す
。
大
根
や
白
菜

を
漬
け
る
と
き
、
む
い
た
カ
キ
の
皮

を
入
れ
る
と
、
甘
い
独
特
の
味
が
出

て
、
風
味
の
あ
る
漬
物
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
干
し
た
カ
キ

の
皮
を
煮
物
に
使
う
と
甘
さ
が
し
つ

こ
く
な
く
、
砂
糖
の
代
わ
り
に
も
な

り
ま
す
。
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玉玉はいれ……負けてたまるか

こんなきれいな芸もあり ました

十
月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
、
農

業
者
ト
レ
ー

ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
に
お

い
て
、
約
三
0
0人
の
会
員
が
参
加

し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た。

競
技
に
先
だ
ち
、
健
康
優
良
老
人

と
し
て
、
大
谷
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

中
塚
芳
則
さ
ん
外
十

一
名
の
方
が
、

町
長
さ
ん
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た。

続
い
て
、
多
数
の
ご
来
賓
の
中
か

ら
、
町
長
さ
ん
、
議
長
さ
ん
、
社
協

会
長
さ
ん
か
ら
、
高
齢
化
社
会
で
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
等
に
つ
い
て
ご

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
を
元
気
よ
く
行
い
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
、
競
技
に
入
り

ま
し
た
。

昨
年
に
続
い
て
、
今
年
も
優
勝
ぬ

き
で
行
い
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
対
抗
で

勝
負
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
、
お
ど
り
・
唄
な
ど
各
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
出
し

物
を
考
え
、
大
変
上
手
に
演
じ
ら
れ

笑
っ
た
り
、
感
心
し
た
り
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
高
齢
者
自
ら
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
と
共
に
、
自
己

の
健
康
づ
く
り
と
会
員
相
互
の
親
睦

と
融
和
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

『さ
わ
や
か
高
齢
者
』

第
十
六
回
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会

高
齢
者
の
趣
味
の
作
品
展

及
び
こ
と
ぶ
き
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参

加

八
幡
浜
地
方
局
管
内
の
高
齢
者
趣

味
の
作
品
展
が
、
今
年
は
大
洲
市
中

央
公
民
館
で
、
十
月
二
十
八
日
、
ニ

十
九
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
も
、
川

柳

・
絵
画
・

手
芸
な
ど
二
十
四
点
を

出
品
展
示
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
手
芸
第
一

部
の
浜
田

辰
枝
さ
ん
の
作
品
が
、
め

で
た
く
銀

賞
に
か
が
や
ぎ
ま
し
た
。

創
作
館
で
は
、
毎
月
川
柳
部
会、

手
芸
部
会
の
定
例
会
を
開
き
、

技
術

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

二
十
九
日
に
は
、
団
体
で
見
学
に

行
き
、
午
後
は
、
大
洲
市
民
会
館
で

--
高齢者の力作“感心’'（趣味の作品展）

川
本
ア
サ
子
さ
ん

御
芳
志
の
お
礼

開
催
さ
れ
た
、
こ
と
ぶ
き
文
化
フ

ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
、
「
豊
か
な

長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て
」
の
演
題
で
、

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、

近

田
宣
秋
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
演
芸
に
う
つ
り
、
各
市
郡

代
表
の
演
芸
を
見
て
、

一
日
有
意
義

に
過
ご
し
ま
し
た
。

健
康
こ
と
わ
ざ

色
の
中
で
、

一
番
目
に
刺
激
の
少

な
い
色
は
、
緑
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

読
書
や
針
仕
事
で
目
が
疲
れ
た
時

青
葉
に
目
を
移
す
と
疲
れ
が
と
れ
る
。

こ
れ
は
近
く
の
森
や
遠
く
の
山
を
眺

め
て
も
同
じ
だ
。

最
近
で
は
森
林
浴
を
行
う
と
、
木
々

か
ら
発
生
す
る
フ

ェ
ト
ソ
チ
ッ
ド
の

影
響
で
目
や
鼻
の
病
気
が
治
る
と
科

学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。

次
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
暖
か
い
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

0

下
嵯
峨
谷

『
青
葉
は
目
の
薬
』

:
 

「
花
嫁
の
パ
パ
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ

映
画
を
観
た
。

娘
の
結
婚
式
ま
で
の
数
日
間
を
、

父
親
の
葛
藤
や
生
長
（
あ
き
ら
め
？
）

を
中
心
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
作

品
で
あ
る
。

二
十
二
歳
に
な

っ
た
娘
が
久
々
に

里
帰
り
す
る。

プ
レ
ゼ

ソ
ト
を
買
っ
た
り
、
有
頂

天
の
父
親
…
突
然
「
婚
約
し
た
の
」
と

娘
：
・楽
し
い
は
ず
の
夕
食
が

一
転
修

羅
場
に
：
．
o

娘
を
持
つ

父
親
の
胸
中
は
、
と
て

も
複
雑
で
、
し
か
も
世
界
的
に
似
か

よ

っ
た
も
の
ら
し
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、
娘
を
わ
が
子
と

し
て
育
て
る
日
々
は
短
い
。

精

一
杯
ふ
れ
あ
え
る
時
間
を
持
ち

互
い
に
心
に
残
る
場
面
や
、
会
話
を

た
く
さ
ん
残
し
て
お
き
た
い
も
の
だ
。

か
く
言
う
私
も
、
娘
を
持
つ
父
親

の

一
人
な
の
で
あ
る
。（

し
か
も

二

人
も
…
）

こ
の
映
画
を
観
て
か
ら
、
つ
と
め

て
娘
と
遊
ん
だ
り
話
を
し
た
り
、
宿

題
を
み
て
や

っ
た
り
と
、
頑
張

っ
て

い
る
つ
も
り
な
の
だ
が
、
カ

ッ
コ
イ

イ
花
嫁
の
パ
パ

に
な
れ
る
の
だ
ろ
う

か
私
は
…
…
。
娘
を
も
つ
父
と
、
父

を
敬
愛
し
て
止
ま
な
い
娘
に
、
ぜ
ひ

観
て
ほ
し
い
映
画
で
あ
る
。
「
泣
け

る
ぜ
：
．」
と
数
回
つ
ぶ
や
け
る
こ
と
、

数
日
間
良
き
父
親
に
な
れ
る
こ
と
、

私
が
保
障
し
ま
し
ょ
う
。

（社
会
福
祉
機
関
紙
よ
り
）
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肱川農協12月末貯金高目標

※ 5,085,897,000円

各支所目標

十一月一日より

十二月三十一日ま

でのニヶ月問、県

下農協一斉に、農

協年末特別金融推

進運動を実施中で

あります。

いよいよ金融自

由化は最終段階に

入り、平成五年春

には定期貯金が、

平成六年には流動

性貯金が完全に自

由化される事になっ

ており益々厳しい

状況に在ります。

支 所 名 目 標 額

本 所 3,093,513,000円

宇 和 J 11 832,969,000円

大 谷 760,381,000円

予 子 林 399,034,000円

合 計 5,085,897,000円

J
A
肱
川
で
は
、
各
組
合
員
を
始

め
地
域
の
方
々
か
ら
の
ご
理
解
を
頂

き
頑
張
っ
て
居
る
処
で
す
が
、
農
畜

産
物
代
金
、
ボ
ー
ナ
ス
等
の
定
期
化

ふ
れ
あ
い
定
積
等
の
増
口
、
増
額
加

入
、
他
行
預
貯
金
か
ら
の
呼
び
戻
し

等
、
ど
う
か
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き

目
標
額
が
早
期
に
達
成
致
し
ま
す
よ

う
格
段
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
年
末

総
ざ
ら
い
運
動
で
職
員
が
各
戸
へ
訪

問
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

JA~O-Je定期積金
毎月20,000円 （最だ回 15,321円）

4年もの 税引後受取予定額991,0661'1

100 
(48回） 毎月10,000PI（増額年2回 60,000円）

税引｛麦受取予定u990,6101'1 
万 毎月27,000PI（最I!回 20.846円）
円 3年もの 税~I 後受取予定額 993,1701'1

コ (36回） 毎月18,0001'1（増額年2回 50000円）

＇ 
税引後受取予定額993,0461'1

コ 毎月40,0001'1（霰朽回 57,168円）
2年もの 悦引後受取予定額995,4351'1
(24回） 毎月32,000円 （噌額年2回 50000円）l

悦引後受取予定額995,2101'1
●上記「増額年2回」の積立ては、初回に増額分を積立てた場合で計算しています。

毎
期間 5年 (60回） 4年 (48回） 3年 (36回） 2年 (24回） 1年 (12回）

掛金

積月 50,000円
3,173,850円 2,511,720円 1,863,270円 1,228.500円 607.410円
(3,139,081円） (2,489,376円） (i.850.6i7円） (1,222,800円） (605,929円）

立― 1,904,310円 1,507,032円 1,117,962円 737,100円 364.446円
てれだ 30,000円 (1,883,449円） (1,493,627円） (1」10,370円） (733,680円） (363,558円）

れば け 20,000円 1,269,540円 1（ ,004,688円 745,308円 491,400円 242,964円
(1,255.632円） 995.751円） (740,247円） (489,120円） (242,372円）

10,000円
634,770円 502,344円 372,654円 245,700円 121,482円

゜ (627,817円） (497,876円） (370,124円） (244,560円） (121,186円）

●上記以外にも、いろいろコースがありますn

●昭和63年4月1日からの税制改正により、給付補てん金に20％諜税されますの
●利回りは2.28%（平成4年8月17日現在）で計算しています。
●( ）内は税5lt麦受取予定額です。

詳し〈はJAの窓口でおたずね〈ださい。

毎月10,0001"1ぼ ，I団回 7,661円）
4年もの 税引後受取予定額495,5341'1

50 
(48回） 毎月 5,0001'1 （増額年2回 30000円）

税引後受取予定額495,306円
万 毎月13,400円 ぼ占坪回 14043円）
PJ 3年もの 税引後受取予定額496,6101'1

コ (36回） 毎月 8,400PI （増額年2回 30000円）

＇ 
税引後受取予定額496,4391'1

コ 毎月20,000PI（か回 28584円）
2年もの 税引後受取予定額497,7181'1
(24回） 毎月10,000円渾額年2回 60000円）

税引後受取予定額497,490Pl

[JAの定期積金ローンもご利用ください。 、 JAJA貯金JAは農協の新しい愛称です“
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介し る低機しの てが型がそ型国 作しでソ ー
してそよコ械てシ近い確林飛の機でし業‘安ソ九日
まくこうスのいス年ま立業躍高械はか、ンチ価 l五本
するでに卜導るテにすし機的度の‘しスェなが°に
°で‘な化入とムな°‘械にな開油‘テ lこ始乳お
あ今りのにみでつ コに向性発圧欧ム、ノとまヵ、け
ろ後ま必よらはて スよ上能 式米が、ノもりらる
ぅ‘し要るれ‘‘ 卜るしに導伐な碩 lあで導林
林日た性生‘ほ日 低作‘ょ入倒ど止をつ、入業
業本°が産高ぼ本 減業現っか機のさ中て手さの
機で 認性性限で が、ン在て進な林れ心広軽れ機
械も 識向能界も 図スで生めど業まとくで↑こ械
を普 さ上大に現 ららテは産 の先 し し普簡ェ

チ化

紹及 れと型達行 れム大性札大進ぢた及単 l辻

巨

•
フ
ェ
ラ
バ
ン
チ
ャ
ー

北
米
を
中
心
に

一
九
六

0
年
頃
か

ら
使
わ
れ
始
め
た
機
械
で
、
伐
木
と

集
積
を
連
続
的
に
行
う
機
械
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
全
木
で
の
収
穫
シ
ス
テ

ム
の
中
で
、
ス
キ
ッ
ダ
（
ト
ラ
ク
タ
）

な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
る
こ
と

が
普
通
で
あ
る
。

急
傾
斜
地
で
の
使
用
が
困
難
で
、

価
格
も
高
い
の
で
、
日
本
に
お
い
て

林

業

機

械

•
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
は
、
人
工
支
柱
と

は
北
海
道
な
ど
の
地
形
条
件
の
良
い

場
所
で
、
経
営
規
模
も
大
き
い
業
者

が
用
い
て
い
る
。
（
写
真

1
)

●
ハ
ー
ベ
ス
タ

ハ
ー
ベ
ス
タ
と
は
、
伐
倒
、
枝
払

い
、
玉
切
り
等
の
作
業
を
す
る
機
械

で
、
伐
木
造
材
作
業
を
一
連
の
作
業

と
し
て
一
台
の
機
械
で
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ハ
ー
ベ
ス
タ
は
、
立
木
の
根
元
近

く
を
つ
か
ん
で
、
鋸
断
し
て
倒
し
、

枝
葉
の
つ
い
た
材
を
軸
方
向
に
送
り

な
が
ら
枝
払
い
と
玉
切
り
を
す
る
。

日
本
で
は
、
急
傾
斜
や
林
地
の
凸

凹
に
対
す
る
走
行
性
の
良
さ
に
注
目

し
て
、
北
海
道
で
は
な
く
本
州
で
何

箇
所
か
導
入
さ
れ
て
い
る
。
（
写
真

2
.
3
)
 

•
プ
ロ
セ
ッ
サ

プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
山
土
場
に
集
め

ら
れ
た
全
木
材
の
枝
払
い
、
玉
切
り
、

集
積
等
の
造
材
作
業
を
専
門
的
に
行

う
機
械
で
あ
る
。

大
規
模
な
事
業
地
で
、
フ

ェ
ラ
バ

ン
チ
ャ
ー
、
ス
キ
ッ
ダ
と
組
み
合
わ

せ
て
、
ま
た
は
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と

組
み
合
わ
せ
て
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
の

作
業
が
困
難
な
場
所
で
作
業
能
率
を

発
揮
す
る
。

日
本
で
は
、
北
海
道
を
メ
イ
ソ
に

全
国
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
（
写

真

4
)

3
 

4

プ
ロ
セ

ッ
サ
ー

フ
ェ
ラ
バ
ン
チ
ャ
ー

専
用
台
車
を
持
つ
集
材
機
で
、
約
三

0
年
前
、
北
米
で
開
発
さ
れ
た
。

こ
の
機
械
の
主
目
的
は
、
移
動
性

を
高
め
、
架
設
撤
去
の
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
写
真

5
)

（
林
改
真
木
）

2

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

5
 
タ
ワ
ヤ
ー
ダ
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l--／-這囀． -~ I 
t.  i 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! : ・-・・- -- : 
t 県森連市況 ！ 
！ 平成4年10月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I ! 

！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 1. 市売日• •平成 4 年10月 26 日 i 

！ 
1. 販売数皇・・・ 70ケース 1,235kg 

t 長さ末口径
スギ ヒノキマッ ！ 

その他
1. 平均単価 3,940円

t 直曲がり 直曲がり 直 1．銘柄別単価

i : :>:：[: : ［腐::i[ : ：悶 誓口”噂ocm 銘 柄単 価比率％銘柄単 価比率％ I 
4 m l3cm上26,100 -46,000 -18四上 38,000長さ 1.8m 大 厚 7,580 1 特用大葉 5,900 1 ! 

り． 9,500円／m'
18 cm上22,500 I -144, 500 I -124cm上23,000
2 4 cm上23,ooo I -I 45, ooo I _ -130四上 30,000

！ 中 厚 5,850 6 特用中葉 5,340 2 ! 
小 厚 4, 160 I 14 特用小葉 4,090 

！ 
t I I Z cm下本 236本 280本 276本 280 雑パルプ

! 8cm上本 381本 354本 412本 371 末口 7cm 大ウス 6, 590 1 大パレ 3,900 : ！ 
11 cm上14,200 I I 22, ooo 長さ 1.8m 

i 3 m 13 cm上28,300 -44,700 -18四上 30,000
12,600円／m' 中ウス 5, 810 2 中バレ 4,300 I s I ! 

i 18 cm上23,400 -38,500 - m上21,000 中小ウス 5, 130 7 小パレ 3,080 10 ! 
24 cm上19,000 - cru上25,000 小ウス 3,310 I 12 変 形

！ 
3, 250 8 ! 

7 cm下本 102本一本 102本一 パリ材i 2 m 8 cm上本 120本 一本 120本 ー （松・杉・桧 ジャミウス 1,310 7 色落ウス 3,600 
！ 

i 16 cm上12,000 -22,000 -13吐 羹尽汀。7mcm) 冬 大 7, 500 一色悪 3,090 
! 

3 0 cm上 30cm上
i 13 cm上30,600 77,800 

冬中 4,900 2 黒子 1, 160 2i  
.. 6 m 

18 cm上26,8001 168,000 冬小

i 特選 236,000 353,000 、 ! 
2,550 I 5 その他 ・

！ 
足 場 1 m当たり 70円～160円 本 130円 1．概要集中芽切の為、小葉、ジャミ中心の作柄に加え、輸出不振の ！ 
枝打材、小径木強保合。スギ一般材の単価も少しもどりました。 影饗で小葉系、ジャミは値下げが続いている。しかし、香信 9 

ピ？鰐。の時期になりますので、早目に枝打ちをし良材生産に心がけま ：ご竺；；：〗ま‘:;ti；:；i]王:：:：；;: i 
発生操作を行い、早期出荷をお願い致します。 ！ 

―-------—＿ー--一-·-------------」
ア
メ
リ
カ
と

E
C
は、

実
質
的
な
こ
う
着
状
態
に

あ
る
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、

九
月
は
じ
め
か
ら
断
続
的

に
交
渉
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
特
に
十
一
月
三
日
の

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
前

に
ラ
ウ
ン
ド
合
意
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、
双
方
は
十

月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に

閣
僚
交
渉
を
行
い
、
関
係

者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

し
か
し
農
業
問
題
な
ど

で
完
全
に
歩
み
寄
れ
ず
、

合
意
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
し

E

C
は

「
違
い
を
埋
め
る
こ
と
は

で
ぎ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、

双
方
は
今
後
も
交
渉
を
継

続
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。ア
メ
リ
カ
と

E
C
が
ラ

ソ
ウ
ド
合
意
を
め
ざ
し
、

十
月
に
入
り
活
発
な
動
き

を
み
せ
て
い
る
の
は
、
次

の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

大
統
領
選
挙
で
苦
戦
を

ラ
ウ
ン
ド
を
大
統
領
選
に

利
用
し
よ
う
と
す
る

ア
メ
リ
カ

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
と

E
C

が
ど
の
よ
う
な
合
意
に
達
し
た
と
し
て

も
、
一
部
の
輸
出
国
に
よ
る
こ
う
し
た

取
り
引
き
を
ガ
ッ

ト
加
盟
国
全
体
の
合

意
の
基
礎
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶

対
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

認
め
ら
れ
な
い
輸
出
国

同
士
の
取
り
引
き

強
い
ら
れ
て
い
る
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、

九
月
以
降
、
十
億
ド
ル
の
小
麦
輸
出
補

助
を
発
表
す
る
な
ど
、
農
業
界
の
支
持

回
復
に
力
を
入
れ
て
ぎ
ま
し
た
。
し
か

し
世
論
調
査
で
は
ク
リ
ソ
ト
ソ
候
補
に

依
然
差
を
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
最
後
の

巻
き
返
し
策
の
一
っ
と
し
て
、
ラ
ウ
ソ

ド
決
着
を
利
用
し
よ
う
と
の
思
惑
が
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

E

C
側
で
も
、
大
統
領
選
挙
前

に
合
意
す
る
方
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
よ

り
多
く
の
譲
歩
を
得
ら
れ
る
と
の
期
待

が
一
部
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
欧
州
連
合
条
約
の
批
准
問

題
や
通
貨
危
機
に
直
面
す
る
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
は
不
安
定
な
政
治
情

勢
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の

大
統
領
選
が
混
迷
を
深
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
双
方
と
も
政
治
的
な
決
断
が
困

難
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
一
方
に
あ

り
、
ア
メ
リ
カ

•
E
C

の
今
後
の
動
き

を
引
き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。

.h. . 

慮贔られ3 •: か
も
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ラ
ウ
ン
ド
合
意

を
大
統
領
選
挙
対
策
の
道
具
に
利
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

わ
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
の
ガ
ッ

ト
加

盟
国
に
と
っ
て
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
も
の
で
す
。

農
業
交
渉
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
合
意
を
急
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、

多
国
間
交
渉
の
本
来
の
進
め
方
に
た
ち

帰
り
、
例
外
な
き
関
税
化
を
含
む
ダ
ソ

ケ
ル
合
意
案
の
修
正
に
よ
り
、
食
料
の

輸
入
国
に
と
っ
て
も
輸
出
国
に
と
っ
て

も
平
等
な
合
意
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

ー
警
戒
す
べ
き
ア
メ
リ
カ•
E
Cの
取
り
引
き
ー
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きのし土のきのた問種 し後酸土位本 まう ーい予ム て度 I最
わたてし隠し間後位子播て‘度石が圃播すに品‘健防を二収植ニニ近
らめ乾まれて隔‘水を種播堆を灰必十種゜ら種苗康‘豊ラ穫えララの
し薄燥する‘に十に＋作種肥矯百要面期 ‘はづ野整富はでるは 野
てく防°位種条五浸五業床三正｝で当は ワグ＜菜腸に各きとユ 1 菜
灌敷止そ覆子ま． cm し時はを kg し百すり三 ィリりで作含種ま三リ た

作‘て五゜の月 ド l す用みビす｝科 ち
ニラの栽培型 り高お十播苗中 グ‘ノ °な‘夕゜四の
月日12|山 |5|山 |aIgho|n|121 ま度ぎ g 種床旬 リベ ど疲ミ 年多

す化まをの面 l l ル の労、ノ は年
°成し混一積四 、ノト 薬回類 そ性
二ょ和かは月

上
なや 用復やの植

十うし月一 どた
g °て前．旬

効や力 ま物
がい 果風ルまで

をそ土に 二 : あり も邪シ = ． 
目‘

施のの苦 m2 。 りよ 高のウ て一

鸞
◎
＠
胃
水
を
行
い
、
ビ
ニ
ー
ル
ト
ソ
ネ
ル
を
掛
け

て
地
温
を
高
め
て
や
り
ま
す
。
日
中
は
湿

度
が
高
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
ト
ソ
ネ

ル
の
裾
を
上
げ
て
換
気
し
ま
す
。

播
種
後
十
？
十
二
日
で
発
芽
し
て
く
れ

ば
敷
き
わ
ら
を
除
き
、
混
み
合
っ
た
所
を

間
引
い
て
丈
夫
な
苗
に
育
て
ま
す
。

二

、

定

植

本
圃
の
元
肥
（
表

1
)
は
定
植
の
十
五
日

位
前
に
全
面
散
布
し
、
土
と
よ
く
混
和
し

て
お
き
ま
す
。

g
 

り

）

200 

月

当

肥

（

定
植
作
業
は
六
た

月
上
旬
？
七
月
下
叩

g
 

0

)

 
追

月

ー

旬
ま
で
に
行
い
、

(

4

⑪

‘、,`‘

肥

[

1

[

2

畦
幅
六
十
Cm
、
株

間
二
十
？
―
-
十
五

基

cm
、
植
え
溝
の
深
例

肥

安

ソ

灰

里

n
u
 

nu 

と

肥

う

カ

施

名

ゆ

燐

リ

石

ヵ

さ
十
？
十
五

cm

安

合複

し

、

一

か

所

に

八

料

き

本
位
ま
と
め
て
植
釘
肥

[
D
U

ウ

士

硝

え

付

け

ま

す

°

完

C

ヨ

苦

燐

三
、
本
圃
の
管
理

茎
葉
の
倒
伏
や
雑
草
を
防
ぐ
た
め
、
定

植
後
二
十
日
目
頃
と
四
十
日
目
頃
に
株
元

ヘ
士
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

八
月
頃
に
は
ト
ゥ
立
ち
し
て
花
が
咲
き

ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
生
育
が

弱
く
な
り
ま
す
の
で
芭
の
う
ち
に
摘
み
取
っ

て
下
さ
い
。

追
肥
は
九
月
と
翌
年
の
四
月
に
施
用
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

四

、

収

穫

収
穫
は
四
月
か
ら
十
月
ま
で
で
ぎ
ま
す
。

草
丈
が
二
十
？
二
十
五

cm
に
伸
び
て
く
れ

収
穫
も
終
わ
り
、
出
荷
の
最
中
だ
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
の
稲
の
出
来
は
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
•
あ
き
た

こ
ま
ち
の
早
期
米
は
、
八
月
の
台
風
に
よ

り
昨
年
よ
り
収
量
も
等
級
も
悪
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
等
の
中
生
品

種
は
成
績
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
年
は
九
月
以
降
天
候
が
良
く
、

秋
ウ
ン
カ
の
被
害
も
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ

ず
、
生
育
も
良
好
で
し
た
。

昨
年
、
奨
励
品
種

と
な
り
、
今
年
よ
り

本
格
的
に
栽
培
を
始

め
た
「
ひ
め
の
ま
い
」

で
す
が
、
肱
川
町
で

も
試
験
栽
培
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

六
月
七
日
田
植
え

の
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
と

の
比
較
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
（
表

1
)
出

（表 1)

田疇 1:7 | ：:：I :2c: I :7 91 :f ひめのまい 6/7 

コカネマサリ 6/7 8/26 10/9 90.4 106.2 65.3 

皆
川
啓
夫

ば
地
際
か
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
ま
す
。

夏
場
（
七
？
八
月
）
の
収
穫
は
葉
鞘
部
を
残

し
て
刈
り
取
り
ま
す
。

五
、
株
分
け
法

株
が
古
く
な
る
と
品
質
が
悪
く
な
っ
て

き
ま
す
。

三
？
四
年
に
一
回
、
九
月
に
株
分
け
し

ま
す
。
掘
り
上
げ
た
株
を
一
茎
ず
つ
分
け

て
、
充
実
し
た
茎
を
選
び
苗
の
定
植
と
同

様
に
植
え
替
え
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

菊
池
明

0
く

り

一
、
越
冬
病
害
虫
防
除

園
内
に
残
っ
た
イ
ガ
や
果
実
は
ク
リ
イ

ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
黒
色
実
腐
病
等
の
発
生

源
に
な
る
た
め
園
外
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
ク
リ
オ
オ
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ク
ス
サ
ソ

等
の
卵
塊
を
見
つ
け
次
第
潰
殺
し
ま
し
ょ

う
。
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

に
は
マ
シ
ソ
油
乳
剤
25
倍
を
散
布
し
ま
す
。

特
に
太
枝
の
分
岐
部
や
荒
皮
な
ど
害
虫
が

越
冬
し
て
い
る
場
所
に
は
十
分
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

二
、
せ
ん
定
を
行
う
に
あ
た
っ
て

ク
リ
は
他
の
果
樹
に
比
べ
て
日
陰
に
弱

く
、
密
植
や
せ
ん
定
不
足
に
よ
っ
て
す
ぐ

下
枝
が
枯
れ
込
ん
で
き
ま
す
。
密
植
園
で

い
く
ら
整
枝
せ
ん
定
を
行
っ
て
も
無
駄
で

す
。
下
枝
の
受
光
を
良
く
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
、
ま
ず
縮
間
伐
の
方
を
徹
底

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

穂
、
収
穫
と
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
よ
り
少
し
遅

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
秤
長
は

8
c
m
程

度
短
く
、
倒
伏
に
は
強
い
で
す
。
脱
粒
数

が
多
く
、
バ
イ
ソ
ダ
ー
収
穫
・
稲
架
干
し

に
は
向
か
な
い
よ
う
で
す
が
、
坪
刈
り
調

査
で
は
脱
粒
し
て
も

10
俵
近
い
成
績
で
し

た
。
他
の
場
所
で
の
調
査
で
も
同
様
の
結

果
で
し
た
。

今
年
は
天
候
も
良
く
、
ま
ず
ま
ず
の
成

績
で
し
た
。
今
年
の
「
ひ
め
の
ま
い
」
の
成

績
を
参
考
に
し
て
来
年
の
水
稲
の
計
画
を

立
て
て
み
て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田
和
弘
）

_
 

12
月
2
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

12
月
3
H
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
8
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
9
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
10
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
15
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
16
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

12
月
17
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
21
日
（
月
）
岩
谷
方
面
（
祭
日
の
た
め
）

12
月
22
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
24
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
29
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
30
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

12
月
31
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
2
月
醤
油
配
達
予
定
表

12
月
4
日
（
金
）
大
谷
方
面

12
月
11
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

12
月
18
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

12
月
25
日
（
金
）
予
子
林
方
面

12月
L
P
G
配
達
予
定
表

12
月
2
日
（
水
）
大
平
・
大
屋
敷

12
月
5
日
（
土
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
2月
7
日
（
月
）
藤
野
原
•
町

12
月
10
日
（
木
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・

12
月
12
日
（
土
）
久
保

12
月
15
日
（
火
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

12
月
17
日
（
木
）
広
常
・
影
地

12
月
18
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

12
月
21
日
（
月
）
森
・
肱
栄

・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

12
月
22
日
（
火
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

12
月
25
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

12
月
28
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

12
月
30
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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李たまた来手した大売出し
あの品：：の品あ店で百物した上に
もれ存く当る豪窒存商品

今年1吝商工会創立30国年記念1=
特等10万円が 5本あるよ“

'{jl, 
12月1日～31日

呻 3本喜；〗：：：言：
＇ ... つつ

＾ ぺ々ゞ
葦

午前10胡午惨柿弓

せ
っ
沙
い
『
お
涅
且
』
起
品
囚

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
カ
月
余
り
、
冬
の
気

配
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

肱
川
ク

ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ソ

プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
加
盟
店

で
は
、
こ
の

一
年
問
の

ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、

例
年
ど
お
り
十

二
月

一

日
か
ら
十

二
月
三
十
一

日
ま
で
の

一
カ
月
間
、

肱
川
町
と
河
辺
村
で
歳

歳
末
連
合
大
売
出
し

末
連
合
大
売
出
し
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、

一
等
か
ら
五
等
ま
で
の
景

品
に
加
え
て
、
特
等
十
万
円
が
三
本
当

た
り
ま
す
。
一

等
は
従
来
ど
お
り
豪
華

景
品
を
各
種
取
り
揃
え

一
層
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
年
始
の

商
品
を
は
じ
め
、
良
い
商
品
を
安
く
お

客
様
に
提
供
す
る
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
に

お
買
得
商
品
を
豊
富
に
取
り
揃
え
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利
用
は
ぜ

ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下
さ
い
。

編集 • 発行

川上商 工会

含 (0893)34-2531 

◎
歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

＊

期

問

十
二
月

一
日
か
ら
十

二
月
＝―
十
一
日

ま
で
の

一
カ
月
間
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

大
売
出
し
期
間
中
、
五
百
円
の
お
買

い
上
げ
毎
に
抽
選
補
助
券
を
一
枚
差
し

上
げ
ま
す
。

＊

抽

選

抽
選
補
助
券

二
十
枚
で

一
回
抽
選
が

出
来
ま
す
。

＊
抽
選
期
間

十
二
月

二
十
四
日
か
ら
三
十

一
日
ま

で
と
、
一
月
五
日
・
六
日

・
八
日
・
九

日
の
十

二
日
問
で
す
。

一
月
八
日
と
九
日
の

二
日
間
は
、
河

辺
村
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。

時
間
は
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。

＊
抽
選
場

●
肱
川
町
鹿
野
川

川
上
商
工

会

二

階
集
会
室

●
河
辺
村
植
松

河
辺
村
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー

＊

景

品

特
等
十
万
円
が

三
本
。

一
等
か
ら

三
等
ま
で
は
、
電
気
製
品

等
の
豪
華
景
品
を
数
多
く
揃
え
て
い
ま

す
。
四
等
は
従
来
ど
お
り
五
百
円
の
商

品
券
で
、
五
等
に
は
実
用
向
き
の
景
品

を
中
心
に
各
種
用
意
し
て
い
ま
す
。

空
く
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
何
か

が
当
た
り
ま
す
。

年
末
に
は
下
記
の
歳
末
連
合
大
売
出

し
加
盟
店
を
ご
利
用
の
上
、
好
運
を
お

引
き
当
て
下
さ
い
。

曽写シ佐河ク京川川鹿鹿鹿鹿大あ

く イ 野野野西
・ 屋上上

II I I 11 J 11 
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)
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店堀室店館室店店車 l l店堂店ば

二

ソ

や本ビ名北河あ
ュ

ア
イ
ウ
エ
オ
順

す l
門テ
ィ本川
辺ま

>-
し＿

美
精悶

容 米あ
、ノ商商
動の

自ご

つ

室所み店店車里

上小

甲田

商商

店店

リ鉾出谷今

リ
本

I 
岩水岡

美石

商商商

容
油

室店店店店

土

井

商

店

山谷谷

田本本

商商酒

店店店

へ養村三福福橋冨
サ

和老
田瀬栄栄本永

衣電堂
気 堂家呉

酒
料機菓

商 品商薬子具服

店造店会館舗店店

歳
末
連
合
大
売
出
し
加
盟
店
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川
上
商
工
会
青
年
部
肱
川

支
部
で
は
、
十
月
二
十

――-i

二
十
五
日
の

二
泊
＝
―
日
（
船

中

一
泊
）
の
行
程
で
、
恒
例
の
県
外
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
県
外
研
修
は
「ダ

ム
建
設

と
商
工
振
興
」
と
い
う
目
的
を
掲
げ
、

ダ
ム
対
策
室
（
万
願
寺
室
長
）
に
相
談
の

上
、
研
修
地
を
滋
賀
県
信
楽
町
に
決
定

し
、
信
楽
町
商
工
会
の
快
諾
を
得
、
実

現
し
ま
し
た
。

二
十
――一日
午
後
七
時
川
上
商
工
会
前

に
宇
和
島
バ
ス
が
到
着
し
、
参
加
部
員

他
十
五
名
が
乗
り
込
み
出
発
。
今
年
の

研
修
は
、
東
予
港
か
ら
オ
レ
ソ
ジ
フ
ェ

リ
ー
を
使
い
船
旅
か
ら
。
部
員

一
同
さ
っ

そ
く
ね
ぐ
ら
を
確
保
し
親
睦
で
す
。
ビ
ー

ル
を
片
手
に
、
話
を
す
る
者
、
車
座
に

な
り
、
ゲ
ー
ム

に
興
じ
る
部
員
等
々
、

さ
す
が
伝
統
の
県
外
研
修
旅
行
で
す
。

知
ら
ぬ
間
に
夜
が
明
け
、
船
は
大
阪
へ
。

朝
食
を
と
り
信
楽
町
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
。

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
流
暢
な
説
明
も
手

伝
っ
て
、
研
修
地
ま
で
の
バ
ス
の
中
、

部
員
の
瞼
は
と
じ
た
ま
ま
。
そ
し
て
信

楽
町
へ

到
着
。
大
戸
川
沿
い
の
信
楽
町

中
心
地
へ
入
る
道
路
の
狭
さ
に
は
ビ

ッ

ク
リ
。
後
で
説
明
を
受
け
る
と
、
こ
の

道
路
は
、
信
楽
町
と
大
津
市
、
京
都
市

を
結
ぶ
生
命
線
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ

ム
建
設
予
定
地
の
た
め
拡
張
工
事
が
な

さ
れ
て
い
な
い
と
の
事
で
し
た
。

一

ー
県
外
研
修
ー

そ
し
て
商
工
会
へ
、
商
工
会
は
休
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
部
長
の
大
平
さ

ん
、
そ
し
て
経
営
指
導
員
二
名
の
方
に

出
迎
え
て
い
た
だ
き
そ
の
ま
ま
交
流
会

へ
。
ま
ず
大
乎
さ
ん
が
「
四
国
愛
媛
の

遠
方
よ
り
、
こ
ん
な
に
多
勢
の
方
が
当

地
を
研
修
に
来
ら
れ
び
っ
く
り
い
た
し

ま
し
た
が
、
お
申
込
み
の
内
容
が
漠
然

と
し
て
い
る
の
で
何
を
お
答
え
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
右
ス
ト
レ
ー

ト
。
そ
れ

で
は
と
、
肱
川
町
の
概
要
を

説
明
し
「
ダ
ム
建
設
を
受
け
入
れ
こ
れ

か
ら
商
工
業
振
興
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
の
で
す
が
、

ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
同
じ
段
階
に
あ

る
、
信
楽
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
お
教
え
願

い
た
い
」
と
問
題
を
絞
り
込
む
。

信
楽
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

過
去
に
大
戸
川
ダ
ム
研
究
委
員
会

を
設
け
、
ダ
ム
建
設
に
伴
い
起
こ

り
う
る
で
あ
ろ
う
事
象
を
研
究
し

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
破
壊
に
つ
い
て
、
地
場
産
業

窯
業
の
問
題
、
観
光
・
交
通
の
問

題
、
農
林
業
の
問
題
等
、
広
範
囲

に
わ
た
り
研
究
調
査
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
委
員
会
報
告
書
完
成

時
点
で
は
、
建
設
反
対
の
立
場
を

と
っ
て
い
た
が
、
行
政
の
受
入
れ

ダ
ム
建
設
と
廂
エ
振
興
で

た
ぬ
き
の
ふ
る
里
信
楽
町
へ

．已9--..... I 

• 
信楽町鹿工会で研修する青年部員

表
明
後
、
ダ
ム
建
設
に
か
か
わ
る
各
種

委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
も
、
反
対
派
だ

と
い
う
事
で
な
か
な
か
入
れ
て
も
ら
え

な
い
の
で
、
今
後
は
積
極
的
に
行
政
に

働
き
か
け
、
委
員
会
に
加
入
さ
せ
て
も

ら
い
、
積
極
的
建
設
的
な
意
見
を
取
り

入
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
し
て
行
き

た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
結
論

と
し
て
、
商
工
業
者
は
総
論
と
し
て
は、

地
域
振
興
、
面
工
振
興
と
い
う
共
通
の

命
題
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
る
が
、

最
終
的
に
は
自
分
た
ち
個
人
個
人
で
物

事
を
決
め
、
そ
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
営
者
な
の
で
、
個
人
個
人

が
し

っ
か
り
自
分
の
商
売
に
つ
い
て
考

え
努
力
し
な
け
れ
ば
地
域
振
興
、
商
工

振
興
に
よ
る
個
々
の
事
業
所
の
振
興
は

図
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
信
楽
町
は
現
在
第
二
名
神
高
速

道
路
建
設
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

イ
ソ
タ
ー
の
問
題
、
ア
ク
セ
ス

道
路
の

問
題
、
購
買
力
流
出
等
々
、
商
工
業
者

に
と

っ
て
は
、
ダ

ム
建
設
よ
り
も
、
主

要
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

私
た
ち
肱
川
町
と
は
町
の
規
模
等
か

な
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、
青
年
部
の
熱

意
と
情
熱
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
部
の
運
営
方
法
等
も
意
見
交
換

が
出
来
有
意
義
な
交
流
会
で
し
た
。

信
楽
町
は
た
ぬ
き
の
焼
物
で
有
名
な

町
で
、
町
内
は
、
カ
ラ
ー
歩
道
、

モ
ニ
ュ

メ
ソ
ト
、
街
路
灯
等
、
焼
物
の
町
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
町
づ
く
り
を

さ
れ
て
お
り
、
町
全
体
の
ま
と
ま
り
を

感
じ
ま
し
た
。

交
流
会
終
了
後
、
昼
食
を
と
り
、
長

税
の
書
道
展

十
月
―
―
十
七
日
大
洲
商
工
会
館
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
主

催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
納
税
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
大
洲
租
税
教
育
推
進
協
議
会

並
び
に
大
洲
税
務
署
、
八
幡
浜
地
方
局

の
後
援
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
内
の
小
・
中

学
生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

川
上
地
区
か
ら
は
、
中
野
小
学
校
・

予
子
林
小
学
校
・
岩
谷
小
学
校
・

河
辺

小
学
校
・
肱
川
中
学
校
・
河
辺
中
学
校

か
ら
六
十
名
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方

が
た
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
小
学
校
の
部

浜
市
の
楽
市
に
。
楽
市
は
大
手
資
本
の

西
友
が
、
昔
の
楽
市
楽
座
の
形
態
を
ア

レ
ソ
ジ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ソ
グ
・
レ
ジ
ャ
ー

等
を

―
つ
の
エ
リ
ア
に
ま
と
め
上
げ
、

形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
部
員
は
中
を

見
学
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
・
店
員
の
対
応

等
を
勉
強
し
ま
し
た
。

ニ
カ
所
の
研
修
の
後
ホ
テ
ル
で
宿
泊
。

翌
日
は
、
秋
の
京
都
見
学
、
時
間
の
都

合
上
、
金
閣
寺
・
嵐
山
し
か
見
学
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
員
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
和
気
合
々
と
楽
し

い
県
外
研
修
で
し
た
。

金
閣
寺
子
ら
の
カ
メ
ラ
に

う
す
紅
葉

•
五
年

•
五
年

•
六
年

中
野
小
学
校
・
六
年

予
子
林
小
学
校
・
六
年

◎
中
学
校
の
部

【
銅
賞
】

肱
川
中
学
校

【
佳
作
】

肱
川
中
学
校

【
入
選
】

河
辺
中
学
校
・

一
年

梅

木

良

子

肱
J
中

学

校

・

ニ
年

藤

井

由

紀

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

間
（
十

一
月
十
一

B
l
十
一
月
十
七
日
）

の
行
事
の
一
環
と
し
て
大
洲
税
務
署
に

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識
の
高
掲

に
役
立
つ
場
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
入
選
】

岩
谷
小
学
校

河
辺
小
学
校

・
一
年

・
ニ
年

・
ニ
年

鳥
越
久
美
子

鳥
越
絵
美

白
岩
美
里

・
一
年

堀
井
清
人

中
川
直
美

本
田
暁
子

松
下
ま
ゆ

和
気
史
奈

上
川
広
志
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将
来
の
夢家
業

で
あ
る
小
藪
湿
泉
を
大

き
く
す
る

高
校
を
卒
業
し
て
高
松
市
の
食
品

会
社
に
入
社
し
、
四
年
間
営
業
の
仕

事
を
し
ま
し
た
。
家
業
が
小
藪
温
泉

と
い
う
事
も
あ
り
、
食
品
会
社
を
退

職
後
――一年
間
は
道
後
の
ホ
テ
ル
で
板

前
の
修
業
を
し
ま
し
た
。

控身カタロク

一
三
井

稔

二
十
九
歳

旅
館
業

（
小

藪
温
泉
）

A
型
ゴ
ル
フ

パ
チ
ン
コ

理
想
の
女
性
心
や
さ
し
く
、

可
愛
い
人

趣血
液
味型

職年氏

業齢名

山
下
建
築
作
業
場
増
築

肱
川
町
予
子
林
で
、
昭

和

二
十
八
年
か
ら
建
築
業

を
営
ん
で
お
ら
れ
る
山
下

建
築
（
代
表
者
、
山
下
俊
勝
さ
ん
）
で
は
、

こ
の
程
、
新
た
に
鉄
骨
二
階
建
ス
レ
ー

卜
葺
き
の
作
業
場
兼
資
材
倉
庫
を
増
築

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
七

x
―
六

ば

二
階
建
の
規
模
で
し
た
が
、
仕
事
量

の
増
加
と
電
動
超
仕
上
げ
カ
ソ
ナ
、
ト

ロ
リ
ー
（
吊
り
上
げ
運
搬
機
）

等
の
導

入
に
よ
り
手
狭
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
場
は

こ
れ
に
鈎
型
に
隣
接

し

‘
I
O
x
 I
O
"い
の
総

二
階
建
、
延

ベニ
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ゆ
と
り
あ

る
広
さ
の
も
の
で
す
。

建
築
作
業
場
で
は
、
製
材
所
か
ら
運

ば
れ
た
柱
材
な
ど
を
自
然
乾
燥
す
る
た

め
、
あ
る
い
は
、
切
り
組
み
作
業
等
の

た
め
、
建
築
現
場
へ
積
み
出
す
ま
で
に

は
相
当
長
い
間
各
種
の
材
料
を
抱
え
込

ん
で
お
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
山
下
建

築
で
は
こ
の
作
業
場
の
完
成
に

よ
り
、

昭
和
六
十

三
年
、

二
十
五
歳
で
ふ
る

里
「
小
藪
」
に
帰
り
、
兄
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

忙

し
い
時
期
に

な
る
と
、

七
十
名
く
ら

い

の
宿
泊
客
が
あ
り
、
目
が
回
る
程
の

忙

し
さ
で
す
が
お
客
様
に
お
い
し
く
、

喜

ん
で
食
べ
て
い
た
だ
け
る
料
理
を
作
る

こ
と
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
多
忙
な
毎
日

で
す
が
、
暇
を

こ
れ
ま
で
の
約

一
一
倍
の
作
業
効
率

を
あ
げ
、
よ
り
多
く
の
受
注
、
ス

ム
ー
ズ
な
資
材
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
旧
倉

庫
を
改
築
し
て
、
さ
ら
に
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
て
行
く
計
画
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
後
継
者
の
雅
英
さ
ん
は
、

商
工
会
青
年
部
員
と
し
て
も
活
躍

中
で
、
一
昨
年
の
春
に
は
、
一
級

建
築
士
の
資
格
を
得
、
総
合
的
な

高
度
の
技
術
力
を
磨
い
て
お
ら
れ

ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
お
祈
り
し
ま
す
。

見
つ
け
て
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
ス

ト
レ

ス
を
解
消
し
て
い
ま
す
。
―
――
十
歳
が
目

の
前
に
迫
っ
て
、
可
愛
い
花
嫁
を
募
集

し
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ル
フ
の
よ
う
に
ア

プ
ロ
ー
チ
が
う
ま
く
い
か
な
い
よ
う
で

す。
F

1
レ
ー
サ
ー
の
鈴
木
亜
久
里
に
似

て
い
る
ダ
ン
デ
ィ
な
男
、

＿―-
井
稔
を
忘

れ
な
い
で
下
さ
い
。

最
近
、
各
国
の
新
聞
紙
上

を
賑
わ
し
て
い
る
海
外
ト
ッ

プ
ニ
ュ
ー
ス

と
い
え
ば
、
ク

リ
ソ
ト
ソ
米
次
期
大
統
領
の

話
題
で
あ
る
。
一
時
劣
勢
を

挽
回
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
プ
ッ

シ
ュ
大
統
領
を
退
け
民
主
党

支
持
層
を
奪
還
し
新
政
権
構

想
に
活
手
し
て
い
る
と
の
報
道
に
、
各

国
政
府
要
人
の
中
で
懸
念
も
広
が
っ
て

い
る
。
と
い
う
の
も
十
二
年
ぶ
り
の
共

和
党
か
ら
民
主
党
へ
の
政
権
移
行
の
上、．．
 

ク
リ
ソ
ト
ソ
氏
の
外
交
経
験
が
ゼ
ロ
だ

か
ら
で
あ
る
。

中
東
和
乎
交
渉
、
戦
略
兵
器
削
減
交

渉
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ
ド
等
、
外

交
交
渉
が
山
積
し
て
い
る
中
で
の
政
権

交
代
で
は
あ
る
が
、

今
回
の
選
挙
に
お

い
て
外
交
上
の
経
験
や
手
腕
は
争
点
と

な
ら
ず
、
米
国
経
済
の
停
滞
が
投
票
決

定
要
因
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
米
国
民
が
「
国
の
変

革
」
を
求
め
、
そ
れ
が
数
字
と

し
て
顕

五気秋冬

増築された作業場

れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
と
こ
ろ
を
変
え
て
我
が
国
で

国
民
最
大
の
要
求
は
と
い
え
ば
、
当
然

な
が
ら
、
「
佐
川
事
件
究
明
」
で
あ
ろ
う
。

か
っ
て
田
中
角
栄
元
首
相
が
逮
捕
さ

れ
る
事
件
が
あ
り
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
、
共

和
と
、
金
権
汚
職
は
絶
え
る
こ
と
が
な

い
。
し
か
し
今
度
の
場
合
は
、
五
億
円

の
不
法
献
金
に
対
し
て
二
十
万
円
の
罰

••••• 

金
と
い
う
司
法
の
不
公
正
、
政
府
要
人

と
暴
力
団
と
の
癒
着
、
金
丸
辞
職
後
の

竹
下
派
の
家
庭
内
離
婚
な
ど
、
内
容
は

盛
り
沢
山
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
お
上
に
対
し
て
柔

順
な

一
般
庶
民
も
今
度
ば
か
り
は
と
腹

に
据
え
か
ね
た
。
政
界
の
先
生
方
も
さ

ぞ
仰
天
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
う
し
た
情
勢
い
も
と
十
月
末
臨
時

国
会
が
召
集
さ
れ
た
。
今
国
会
の
争
点

は
「
企
業
・
団
体
か
ら
の
政
治
献
金
の

禁
止
」
、
「
不
法
献
金
に
対
す
る
罰
則
の

強
化
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
宮

沢
首
相
は
「
不
退
転
の
覚
悟
」
と
か
「
身

を
挺
し
て
努
力
」
と
い
っ
た
大
げ
さ
な

言
葉
は
使
う
も
の
の
、
政
治
改
革
へ
の

具
体
論
は
の
ら
り
く
ら
り
と
何

―
つ
示

さ
な
い
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
際
「
自
ら
の
政

治
生
命
を
か
け
る
」
と
徹
底
解
明
を
公

約
し
た

三
木
元
首
相
と
の
、
あ
ま
り
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
あ
き
れ
果
て
る
ば
か
り
だ
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
以
来
の
腐
敗
政
治
は
い
っ

た
い
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
政
治
家
を
選
挙

で
選
ん
だ
の
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
だ
と

い
う
こ
と
を
、
ゆ
め
忘
れ
て
は
な
ら
な

、0し



(15)仙ffi)& 匝 四

「
小
糠

三
合
」
も
な
か
っ
た
男
が
、
赤

学
校
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
方
は
宇
和
川

岩
の
住
人
に
な
っ
た
の
は
、
今

か

ら

五

北

尋

常

高

等

小

学
校、

一
般
に
は
北
校
、

十

一
年
前
、
昭
和
十
六
年
三
月
―――十

日

南

校

又

は

正

山

の

学
校
、
中
野
の
学
校

の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
、
菅
田
小
学
校
と
呼
ん
で
い
た
。
子
供
の
通
学
は
ま
あ

に
勤
め
て
い
た
私
は
、
そ
の
時
か
ら
片
い
い
と
し
て
、
役
場
が
赤
岩
に
あ
っ
た

道
四
十
五
分
か
け
て
ガ
タ
ガ
タ
の
砂
利
か
ら
、
川
を
渡
ら
ね
ば
生
活
で
き
な
い

道
を
自
転
車
で
通
勤
す
る
こ
と
に
相
成
っ
た
め
、
村
営
の
渡
し
場
が
あ
っ
た
。

た

。

私

は

こ

の

渡

し

舟

を

毎

日

利

用

し

な

そ
の
自
転
車
と
い
う
の
が
、
大
正
十
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
渡
し
守
は

三
年

六

つ

年

上

の

兄

が

三

日

す

り

ゃ

耳

が

遠

う

な

高
等
小
学
校
卒
業
と
同

ャ
、

J

る
」
と
し
た
も
ん
だ
。
こ

ち
ら
は
時
間
づ
め
の
仕
事

t
て

t

時
に
産
業
組
合
へ
勤
め

る

こ

と

に

な

り

、

山

里

回

で

も

向

こ

う

任

せ

の

渡

し

に
も
や
っ
と
道
路
が
開

85

≫
i

炉

-

場
故
思
う
よ
う
に
は
な
ら

通
し
た
頃
で
、
村
外
出

「一

な
い
。
バ
ス
を
利
用
す
る

亭[
/C}
□
〗
〗

と
思
っ
て
も
大
枚
百
円
と
聞
か
さ
れ
て
と
相
成
る
、
山
か
ら
出
て
ぎ
た
人
は
川

は
、
子
あ
ら
い
最
中
の
豊
か
で
な
い
父
面
を
眺
め
て
空
し
く
後
戻
り
す
る
か
、

の
決
断
は
容
易
で
は
な
い
。

一
晩
中
息
鹿
野
川
大
橋
か
、
坊
屋
敷
橋
へ
回
ら
ね

づ
ん
だ
挙
げ
句
や
っ
と
話
が
ま
と
ま
っ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
や
む
を
得
な
い
時

た
家
宝
と
も
い
え
る
も
の
で
、
私

が

昭

は

、
隣
の
鍛
冶
屋
「
神
崎
」
の
お
っ
さ
ん

和
十
年
三
月
、
学
校
勤
務
が
決
ま
っ
た
に
頭
を
下
げ
、
持
ち
舟
で
渡
し
て
も
ら

時
、
兄
か
ら
お
下
が
り
し
て
も
ら
っ
た
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
お
っ
さ
ん
は

も

の

で

あ

る

。

舟

を

操

る

名

人

で

、

大

水

の

時

は

ず

っ

当
時
の
宇
和
川
村
は
、
あ
ま
り
広
す
と
川
上
に
の
ぼ
っ
て
お
い
て
、

一
漕
ぎ

ぎ
も
し
な
い
の
に
、
肱
川
本
流
に
よ
っ
ぐ
っ
と
力
を
入
れ
た
と
思
っ
た
ら
向
こ

て
南
北
に
一

―分
さ
れ
て
い
た
た
め
、
小
う
岸
に
着
い
て
い
た
。
「
や
れ
、
有
り

肱
川
町
赤
岩

大
本

赤
岩
の

昔
と
今

清
光

(76
歳）

つ
づ
く

難
や
」
と
対
岸
か
ら
自
転
車
を
担
い
で

道
路
に
上
る
。
朝
は
平
水
で
も
俄
か
雨

で
帰
り
は
ど
う
な
る
や
ら
、
「
行
き
は

よ
い
よ
い
帰
り
は
こ
わ
い
…
」
我
が
家

を
対
岸
に
眺
め
な
が
ら
鹿
野
川
大
橋
へ

回
る
足
の
重
さ
。
「
こ
の
赤
岩
に
橋
さ

え
あ
れ
ば
…
」
と
ね
が
っ
て
い
る
う
ち

太
平
洋
戦
争
の
勃
発
、
「
欲
し
が
り
ま

せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
と
な
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
後
、
み

ん
な
の
気
持
ち
は
一
変
し
、
何
か
し
な

け
れ
ば
、
何
か
を
し
た
い
と
考
え
る
若

い
な
が
ら
や
る
気
十
分
の
人
々
が

一
杯

い
た
。
赤
岩
の
近
く
に
も
十
人
ば
か
り

の
若
者
が
、
誰
言
う
と
も
な
し
に
集
ま
っ

て
は
語
ら
い
「
よ
し
、
や
ろ
う
」
と
い
う

グ
ル

ー
プ
が
で
ぎ
た
。
長
い
戦
争
中
飢

え
て
い
た
文
化
活
動
も
そ
の

一
っ
、
今

で
い
う
タ
ウ
ソ
誌
「
肱
川
文
化
」
を
発
行

し
た
り
、
昭
和
二
十
二
年
開
校
し
た
中

学
校
を
借
り
て
芝
居
を
請
け
て
公
演
す

る
。
赤
岩
川
原
で
相
撲
大
会
を
や
る
。

「
人
は
ご
馳
走
食
べ
て
遊
ぶ
日
に
、
会

場
準
備
や
、
役
者
の
食
事
、
風
呂
沸
か

し
、
損
を
覚
悟
で
物
好
き
よ
ね
や
ー
」

と
笑
い
な
が
ら
夜
も
ね
ず
に
、
そ
れ
で

満
足
し
て
い
た
。

あ
る
時
、
芝
居
の
招
待
券
を
有
志
に

配
っ
た
。
内
心
で
は
入
場
料
以
上
の

．．
 

は
な
を
予
想
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

当
日
木
戸
口
ヘ
「
こ
れ
が
あ
っ
た
ら
只

じ
ゃ
ろ
う
」
と
あ
っ
さ
り
お
通
り
に
な

る
客
の
後
ろ
姿
を
み
て
が
っ
か
り
し
た
。

こ
れ
も
反
省
会
で
は
笑
い
話
の
た
ね

だ
っ
た
。

以
下
次
号

河
辺
村
に
帰
っ
て
来

て
早
十
五
年
に
な
る
。

そ
の
当
時
は
河
辺
村
に

青
年
部
は
な
く
、
ま
た

現
在
の
よ
う
に
イ
ベ
ソ

ト
事
業
も
あ
ま
り
実
施

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
、
商
工
業
を
営

む
経
営
者
、
後
継
者
の
若
者
が
集

ま
り
、
河
辺
村
に
も
青
年
部
を
結

成
し
て
は
ど
う
か
と
話
が
盛
り
上

が
っ
た
。
そ
の
年
の
十
月
、
古
野

青
弘
さ
ん
（
現
河
辺
自
動
車
有
限

会
社
社
長
）
を
支
部
長
に
十
七
名

に
よ
る
青
年
部
河
辺
支
部
が
結
成

さ
れ
た
。

翌
昭
和
五
十
七
年
は
立
村
―
―
-+

周
年
の
年
で
も
あ
り
、
青
年
部
で

も
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ソ
ト
を
と
企
画
し
た
の
が
、
河
辺

村
始
ま
っ
て
以
来
の
花
火
大
会
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
初
め
て
の
事

で
も
あ
り
、
計
画
か
ら
実
行
ま
で

幾
多
の
困
難
は
あ
っ
た
も
の
の
、

若
い
情
熱
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
。

中
で
も
特
に
大
変
だ
っ
た
の
は
寄

付
金
集
め
で
あ
っ
た
。
部
員
一
人

ひ
と
り
が
各
商
工
業
者
に
協
力
を

お
願
い
し
た
が
そ
れ
で
も
目
標
額

に
足
り
ず
、
地
域
住
民
の
方
か
ら

青年部雑感 (2) 

も
協
力
が
あ
り
最
終
的
に
は
目
標

を
上
回
る
金
額
が
集
ま
っ
た
。
苦

労
も
多
か
っ
た
が
、
花
火
が
上
が
っ

た
時
の
あ
の
感
激
は
今
も
忘
れ
る

事
の
な
い
一
番
の
思
い
出
で
あ
る
。

河
辺
支
部
も
結
成
以
来
十
年
余

を
経
過
し
、
部
員
数
も
現
在
六
名

と
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

各
種
イ
ベ
ソ
ト
に
参
加
協
力
は
し

て
い
る
も
の
の
、
青
年
部
単
独
で

の
事
業
活
動
は
む
づ
か
し
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
後
継
者
の
問
題
も

含
め
て
部
員
増
が
望
め
な
い
以
上
、

振
興
青
年
会
議
等
と
協
力
し
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
地
域
に
お

け
る
町
村
の
過
疎
化
、
高
齢
化
は

急
速
に
進
行
し
て
い
る
。
河
辺
村

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
若
者
の
結
束
と
連
携

が
重
要
な
時
で
あ
る
。

地
域
の
た
め
、
商
店
街
を
少
し

で
も
活
気
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
他
団
体
と
一
致
団
結
し
協

力
し
今
後
の
活
性
化
に
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
う
。

川
上
商
工
会
青
年
部

副

部

長

北

川

智

也

若
者
の
結
束
と
連
携
で

活
気
あ
る
地
域
つ
く
り
を
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文
化
協
会
、
公
民
館
主
催
に
よ
る
第

十
回
文
化
講
演
会
を
十
月
＝
―-十

一
日
、

竹
熊
宜
孝
先
生
を
迎
え
て
町
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

飽
食
の
日
本

子
ど
も
に
と
っ
て
、

、生
活
が
遊
び
で

遊
び
が
生
活
だ
っ
た
時
代
。
昔
の
生
活

の
よ
う
に
、
木
を
植
え
、
木
の
実
を
取

ー痣m

冒蒼藝履醒尺祝国鳳［冒攣譴閂馴置圏亨翠閤翌冥]_
歪もも

詞認炉悶
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攣竺疇圏い望犀罰

「
食
べ
物
と
い
の
ち
」
と
題
し
て
の
講

演
の
要
旨
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

匂 (16)

り
、
薪
に
し
、
ま
た
士
に
戻
す
。
食
物

も
、
野
菜
を
作
り
、
ま
た
畑
に
返
し
て

堆
肥
を
や
り
ま
た
食
べ
る
。
こ
れ
が
無

限
に
続
く
。
そ
う
い
う
生
活
と
い
う
の

は
、
何
も
公
害
を
起
こ
さ
な
い
。
い
わ

ゆ
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
人
間
が
多
く
集
ま
り
食

糧
不
足
。
で
は
ど
う
す
る
か
、
外
国
か

ら
た
く
さ
ん
買
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う

す
る
と
ゴ
ミ
や
い
ろ
い
ろ
な
物
が
残
る
。

輸
入
大
国
の
日
本
。
世
界
の
三
分
の
一

が
日
本
へ
、
石
油

・
石
炭
い
ろ
い
ろ
な

資
源
を
輸
入
し
、
ま
た
食
糧
も
、
日
本

人
が
食
べ
る
三
分
の
二
は
、
外
国
か
ら

輸
入
し
て
い
る
。
海
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
魚
ま
で
多
く
輸
入
し
て
い
る
。

世
界
中
の
食
物
が
日
本
へ
。
日
本
人
が

食
べ
す
ぎ
だ
と
い
う
話
が
聞
か
れ
る
。

「
命
は
ど
こ
に
あ
る
？
」
と
聞
く
と
、

子
ど
も
達
は
、
脳
み
そ
と
か
心
臓
と
か

部
分
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
髪
や
爪
、

い
の
ち
と
は

人
の
寿
命
が
四
十
＿
歳
”

食
物
に
よ
っ
て
病
気
に
な
る

歯

は

ど

う

か

と

い

う

と

や

っ

ぱ

り

命

。

"

+

月

―

―

―十
一
日
士
曜
日
の
午

ーー

の
び
る
の
が
命
、
大
ぎ
く
な
る
の
が
命
、

11

後
、
第
十
回
の
文
化
講
演
会
を

ーー

そ
し
て
次
の
命
を
つ
く
っ
て
い
く
。

111

公
民
館
と
文
化
協
会
主
催
で
、

．
 

ー

動
物
の
場
合
は
、
命
が
あ
っ
て
、
命

111

公
民
館
集
会
室
で
開
き
ま
し
た
。

ー

が

支

え

ら

れ

て

い

る

。

動

物

の

命

、

植

血

午

前

中

職

員

で

会

場

づ

く

り

ー

を
し
な
が
ら
、
「
今
日
は
ど
の

ーーー

物
の
命
、
命
を
と
っ
て
食
べ
な
い
と
生
・ー

き
て
い
け
な
い
。
後
、
水
と
空
気
。

111

ぐ
ら
い
来
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ

I
 
ー

植
物
の
場
合
は
、
土
が
あ
っ
て
水
と

111

う
か
？
」
心
配
し
な
が
ら
、
も

ーー

空
気
と
太
陽
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

111

う
五
年
程
毎
年
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う

＇ 

昔
の
お
や
っ
と
い
え
ば
、
今
の
季
節

111

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
、
い
い
だ

ーー

だ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
、
山
栗
、
柿
、
み
か

111

ろ
う
と
酉
六
十
余
り
の
椅
子
を
用
意
し

ーー

ん
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
今
の
子
ど
＂
ま
し
た
。

ーー

も
達
は
、
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
。
自
血
今
年
の
講
師
は
、
公
民
館
が
三
年
が

ー

然
の
物
か
ら
離
れ
た
物
を
子
ど
も
達
は

111

が
り
で
や
っ
と
招
く
事
の
出
来
た
、
本

．
 

ー

欲
し
が
る
よ
う
に
な
り
、
食
べ
る
よ
う

111

当
に
自
信
を
持
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
に

ーー

に
な
っ
た
。
さ
つ
ま
い
も
や
み
か
ん
な
＂
ぉ
送
り
す
る
ヒ
ッ
ト
商
品
で
し
た
。

ーー

ど
、
命
あ
る
物
は
、
か
な
ら
ず
腐
り
滅
~
自
然
を
愛
し
、
農
業
を
愛
し
、
子
供

ー

び
る
。
だ
が
最
近
の
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
血
を
愛
し
、
自
分
の
命
を
大
切
に
す
る
肱

ー

は
、
い
つ
ま
で
も
腐
ら
な
い
も
の
が
あ

111

川
町
の
皆
さ
ん
方
は
、
き
っ
と
こ
の
お

ー

る
。
ジ
ュ

ー
ス
に
も
、
無
果
汁
や
、
一
血
話
を
聞
い
て
下
さ
る
と
確
信
し
て
い
ま

ー

0
%
•
五
0
％
果
汁
な
ど
標
示
し
て
あ

1
1
1した
。

ーー

る
が
、
そ
う
い
う
物
は
、
命
で
は
な
い
。
血
と
こ
ろ
が
講
演
会
の
幕
が
開
い
て
み

ー

み
か
ん
の
色
、
み
か
ん
の
匂
い
、
み
か

111

る
と
、
空
席
が
あ
ち
こ
ち
に
目
に
付
く
や

ー

ん
の
味
、
甘
く
す
る
薬
を
入
れ
た
薬
品
だ
。

111

や
寂
し
い
講
演
会
場
で
し
た
。
講
師
の
先

ーー

こ
れ
を
子
ど
も
に
飲
ま
せ
て
、
命
が
大
血
生
に
申
し
訳
な
い
よ
り
、
何
故
か
腹
だ

ぎ
く
な
る
わ
け
が
な
い
。
人
間
の
体
は
、

111

た
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ーー

昔
と
今
で
は
、
少
し
違
っ
て
き
て
い
る

111

こ
の
何
年
か
は
、
テ
レ
ビ
等
で
名
を

ー

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
子
ど
も
血
売
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
タ
レ
ソ
ト
講
師

ー

を
呼
ん
で
き
て
い
ま
し
た
。
話
は
と
も

ーーーー

達
は
：
・
・
:

ー血
か
く
顔
と
名
前
で
皆
さ
ん
方
を
集
め
る

ー111

こ
と
が
出
来
て
い
た
ん
だ
と
云
う
事
が

ー

分
か
ら
ず
、
如
何
に
話
の
中
身
が
良
く

ーI
 
ーーー血
て
も
有
名
で
無
い
人
は
、
無
理
な
の
か

血
な
あ
…
…
と
。
私
に
と
っ
て
淋
し
い
秋

11

の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

ーーーーーーーー

．
 

昔
か
ら
山
の
中
の
方
が
長
生
き
す
る

と
言
う
が
、
日
本
で
一
番
長
生
ぎ
の
村

は
、
「
ゆ
ず
り
は
ら
村
」
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
山
や
畑
で
食
べ
物
を
作
り
、
小

K 
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川
で
魚
を
取
っ
て
食
べ
る
。
山
畑
も
学

校
も
高
い
所
に
あ
り
、
み
ん
な
坂
を
登

り
降
り
し
、
丈
夫
な
体
を
も
っ
て
い
る
。

自
給
自
足
の
生
活
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
ま
で
も
元
気
で

働
い
て
い
る
と
い
う
村
だ
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
り
異
変
が
起

こ
っ
て
き
た
。
息
子
や
孫
が
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
よ
り
も
早
く
死

ん
で
し
ま
う
と
い
う
の
だ
。

道
路
が
出
来
、
町
に
出
か
け
る
よ
う

に
な
り
、
村
に
は
ス
ー
パ
ー
も
出
来
た
。

人
間
が
ぜ
い
た
く
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

食
物
に
よ
っ
て
体
が
変
わ
っ
て
き
た
の

が
原
因
で
あ
っ
た
。
息
子
は
、
横
に
大

き
く
な
り
、
孫
は
上
に
大
き
く
な
っ
た
。

急
に
体
が
伸
び
た
た
め
、
肺
が
伸
び
て

穴
が
あ
く
病
気
、
ま
た
、
糖
尿
病
、
心

臓
病
、
癌
が
増
え
て
来
た
。
と
こ
ろ
が

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
元
気

に
畑
で
働
い
て
い
る
。
息
子
は
倒
れ
て

し
ま
っ
た
。
こ
う
い
う
の
を
、
さ
か
さ

仏
と
い
う
。
自
分
の
息
子
や
孫
を
仏
様

に
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
る
の
だ
。

こ
れ
が
日
本
の
縮
図
だ
。
日
本
全
体

を
考
え
る
と
、
息
子
や
孫
が
大
き
い
。

大
き
く
な
っ
た
が
、
子
ど
も
達
は
、
骨

が
折
れ
た
、
虫
歯
い
っ
ば
い
、
鼻
水
つ

る
つ
る
、
ア
ト
ピ
ー
、
ぜ
ん
そ
く
、
疲

れ
た

1
、
よ
く
か
ぜ
を
ひ
く
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。

二
十
年
前
は
、
癌
は
め
ず
ら
し
く
、

十
年
前
は
五
人
に

一
人
、
現
在
は
四
人

に

一
人
、
大
都
会
に
な
る
と

――一人
に

一

人
の
割
合
。
こ
の
分
で
行
く
と
、
十
年

後
は
癌
＇
．
癌
＇
．
癌

9
．と
考
え
れ
ば
、
昭

将
来
、
大
変
な
時
代
が
や

っ
て
来
る
。

人
口
は
爆
発
的
に
増
え
、
食
糧
危
機
・

土
に
根
ざ
し
た
教
育

和
三
十
四
年
以
降
の

日
本
人
は
、

高
度

経
済
成
長
で
、
外
国
か
ら
食
物
が
入
る

よ
う
に
な

っ
た
。
野
菜
を
作
ら
な
く
な

り
、
ス
ー
パ
ー
で
買
う
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
甘
い
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
、

農
薬
も
う
ん
と
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ま
ま
続
け
る
と
四
十

一
歳
寿
命
と

い
う
話
も
ま
ん
ざ
ら
嘘
で
は
な
い

。

人
間
は
、
塩
や
砂
糖
を
見
つ
け
た
た

め
に
食
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
料
理

に
も
た
く
さ
ん
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

砂
糖
の
取
り
過
ぎ
は
、
低
血
糖
症
候
群

と
い
い
、
カ
ッ
と
な
り
や
す
く
疲
れ
や

す
く
な
る
。
し
い
て
は
糖
尿
病
に
。
そ

し
て
、
甘
い
物
中
毒
に
な

っ
て
し
ま
う

と
、
虫
歯

．
胃
潰
瘍

・
胆
石
・
心
筋
梗

塞

・
ボ
ケ
と
い
っ
た
病
気
に
な
り
や
す

い
。
そ
こ
で
、

三
つ
子
の
魂
百
ま
で
と

い
う
よ
う
に
、
小
さ
い
時
に
甘
い
物
好

き
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
。
い
も
や
栗
、

み
か
ん
、
甘
酒
と
い
っ
た
果
物
や
米
の

糖
は
、
虫
歯
に
な
ら
な
い
。

砂
糖
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

分
、
米
を
食
べ
な
く
な
り
、
米
も
白
米

か
す

で
、
栄
養
分
を
取
っ
た
粕
を
食
べ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
ま
た
野
菜
は
農
薬
が
か

か
り
、
体
の
中
で
徐
々
に
溜
っ
て
い
く
。

特
に
、
命
を
育
て
る
お
母
さ
ん
は
、

い

ろ
い
ろ
な
公
害
物
質
を
取
ら
な
い
よ
う

必
死
で
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お
母
さ
ん
の
食
物
は
、
と
て
も
重
要
に

な
る
。

今年の夏、温泉郡川内町の方から肱

川町歴史民俗資料館に寄贈がありま

した。川内町で行われた贈呈式をご

紹介します。

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
同
時
に
、
環
境

破
壊
に
よ
る
異
常
気
象
。
様
々
な
問

題
を
か
か
え
て
い
る
。

動
物
も
可
愛
い
が
り
、
山
も
好
き

に
な
る
子
ど
も
。

山
か
ら
食
物
を
い

た
だ
く
感
謝
の
気
持
ち
、
小
さ
い
時

か
ら
、
山
に
入
っ
て
手
伝
い
を
さ
せ

親
し
ま
せ
、
大
事
に
す
る
こ
と
、
愛

す
る
心
を
教
え
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

子
ど
も
達
の
命
を
続
か
せ
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て

生
き
て
い
け
る
た
め
の
自
然
を
残
し

大
事
に
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
そ
の

知
恵
を
残
す
こ
と
が
大
事
。

水
が
汚
れ
た
ら
食
物
も
悪
く
な
る
。

ま
さ
に
命
は
土
と
農
業
、
そ
し
て
自
然

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
米
を
大

事
に
し
な
い
と
バ
チ
か
ぶ
る
。
自
分
の

母
ち
ゃ
ん
大
事
に
し
な
い
と
ま
た
バ
チ

か
ぶ
る
。
そ
し
て
、
母
な
る
大
地
。
地

球
は
、
人
類
・
動
物
・
植
物
す
べ
て
の

お
母
さ
ん
。
生
命
あ
る
物
す
べ
て
を
生

み
出
し
た
地
球
を
い
た
わ
ら
ず
し
て
、

人
問
が
長
く
生
き
る
は
ず
が
な
い
。
ま

さ
に
、
母
な
る
大
地
を
大
事
に
す
る
こ

と
が
、
人
類
と
し
て
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
。

『
米
と
母
ち
ゃ
ん
粗
末
に
す
る
と

バ
チ
か
ぶ
る
』

心
の
お
く
り
も
の

八
月
十
七
日
、
川
内
町
の
井
上
仁

さ
ん
、
白
戸
歌
子
さ
ん
ご
両
氏
よ
り
角

樽
、
お
で
ん
ち
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

角
樽
は
お
家
伝
来
の
江
戸
中
期
の
朱
塗
、

お
で
ん
ち
は
川
内
町
の
読
書
会
の
方
々

や
婦
人
会
長
さ
ん
の
結
婚
式
の
晴
れ
着

等
を
利
用
し
て
い
る
。
若
き
日
の
ロ
マ

ソ
の
数
々
を
秘
め
た
、
お
金
で
は
得
ら

れ
な
い
宝
物
を
八
十
歳
を
過
ぎ
た
白
戸

さ
ん
が
、
一
針
、

一
針
手
縫
い
で
仕
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
贈
星
式
で
受
領
し
た

時
は
感
動
の
涙
を
お
さ
え
き
れ
な
か
っ

た
と
、
歴
史
民
俗
資
料
館
菅
野
松
雄
専

門
員
は
語
る
。
贈
呈
式
終
了
後
は
、
祝

賀
会
な
る
懇
談
会
に
招
か
れ
、
再
び
感

動
し
た
と
：
・
・
:
0

井
上
さ
ん
、
白
戸
さ
ん
は
口
を
揃
え

て
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
同
じ
よ
う
な
木
の
葉
を
食
べ
な
が
ら
、

蚕
だ
け
が
絹
を
吐
く
、
大
切
な
出
合
い

に
、
絹
を
吐
く
こ
と
の
で
き
る
人
間
で

あ
り
た
い
。
残
り
の
人
生
は
長
く
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
常
に
夢
と
希
望
を
抱
い

て
、
絹
を
吐
く
べ
く
頑
張
っ
て
、
社
会

奉
仕
に
尽
く
し
た
い
。」

井
上
さ
ん
、
白
戸
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
二
人
か

ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
、
角
樽
と
お

で
ん
ち
は
、
現
在
肱
川
町
歴
史
民
俗
資

料
館
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

こ
の
様
な
心
あ
た
た
ま
る
贈
り
も
の
を

ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。
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「
私
の
同
和
問
題
学
習
」

去
る
十
一
月
五
日
、
肱
川
中
学
校
を

会
場
に
「
熱
き
風
心
を
開
く
人
権
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
が
地

域
を
あ
げ
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
集

会
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、
人
権
に

つ
い
て
深
く
考
え
、
自
分
の
生
き
方
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
研
修
の
機
会
が
数
多
く

設
け
ら
れ
、
一
人
一
人
が
積
極
的
に
参

加
し
、
絶
え
ず
研
修
を
続
け
る
こ
と
が

部
落
差
別
を
解
消
す
る
道
だ
と
信
じ
ま

す。
か
つ
て
、
私
が
勤
務
し
た
町
で
も
、

月
一
回
人
権
に
つ
い
て
学
習
す
る
会
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
数
年
間
勤
め
て

い
た
間
に
何
回
出
席
し
た
か
、
数
え
た

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

一
年
目
よ
り

二
年
目
、
二
年
目
よ
り
三
年
目
と
後
に

な
る
ほ
ど
よ
く
出
席
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。学
習
会
は
、
映
画
や
ス
ラ
イ
ド
、
講

演
あ
る
い
は
研
修
会
の
報
告
等
の
後
、

質
疑
や
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
し
た
。

時
に
は
、
糾
明
会
が
開
か
れ
て
い
る
差

別
事
件
の
経
過
報
告
等
も
あ
り
ま
し
た
。

学
習
会
の
度
に
、
人
が
人
を
差
別
す
る

こ
と
へ
の
憤
り
や
差
別
す
る
こ
と
の
む

な
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

分
も
差
別
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
と
反

省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
し
た
事

が
う
ま
く
行
く
と
有
頂
天
に
な
っ
て
胸

を
張
っ
て
み
た
り
、
年
下
の
人
に
対
し

て
お
う
へ
い
な
態
度
を
と
っ
て
み
た
り

し
た
こ
と
な
ど
、
常
に
自
分
の
生
活
態

度
と
対
比
さ
せ
、
反
省
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度

に
、
「
よ
し
明
日
か
ら
は
、
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
、
人
の
痛
み

の
分
か
る
人
間
に
な
ろ
う
。
」
と
思
っ

た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
決
心

も
毎
日
の
生
活
の
中
で
日
一
日
と
薄
れ

て
行
ぎ
、
次
の
学
習
会
で
ま
た
決
意
を

新
た
に
す
る
と
い
う
事
を
繰
り
返
し
て

ぎ
ま
し
た
。

今
年
の
「
熱
き
風
心
を
開
く
人
権

集
会
」
で
は
、
正
山
小
学
校
の
岡
田
さ

ん
が
小
学
生
代
表
と
し
て
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
「
三
つ
の
顔
」
と
題
し
て
、

「
い
じ
め
ら
れ
る
私
」
「
い
じ
め
る
私
」

「
い
じ
め
を
見
て
い
る
私
」
に
つ
い
て
述

べ
、
最
後
に
「
い
じ
め
を
な
く
し
て
い

く
の
は
ま
ず
『
私
』
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
じ
め
の
な
い
平
和
で
明
る
い

世
界
へ
の
と
び
ら
は
、
ま
ず
自
分
か
ら

開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
「
ま
ず
自
分

が
と
び
ら
を
開
く
。
」
と
言
い
切
っ
た

強
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
自
身
の
態
度
に
つ
い
て

正

山

小

学

校

佐

伯

惇

之

は
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
外
部
に
働
き

か
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か
っ

た
と
、
ま
た
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
作
る
に

は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
に
つ

い
て
学
習
を
積
み
重
ね
、
自
分
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
学
習
し
た
事
を
も
と
に
、
周

囲
の
人
々
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
て
行

く
こ
と
が
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

同
和
教
育
や
人
権
集
会
等
の
必
要
の
な

い
世
の
中
が
一
日
も
早
く
来
る
よ
う
、

努
力
し
た
い
と
、
ま
た
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

第3回

熱き風心を開く

人権集会を開催

3なお＠国し址』し戟函込淀淀汎甜3送て<因台し`

口

差
別
解
消
を
め
ざ
し
て
、
第
三
回
、

「
熱
ぎ
風
心
を
開
く
人
権
集
会
」
が
十

一
月
五
日
、
肱
川
中
学
校
を
会
場
に
四

百
五
十
二
名
（
肱
中
生
百
四
十
一
名
、

分
校
生
四
十
六
名
、
町
内
百
九
十
七
名

町
外
六
十
八
名
）
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
五
十
分
間

は
、
全
学
級
で
同
和
問
題
学
習
の
授
業

が
公
開
さ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
園
児
・

小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
人
権
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
る
体
育
館

を
会
場
と
し
て
、
人
権
集
会
に
移
り
ま

し
た
。開
会
行
事
の
あ
と
、
中
学
生
・
高
校

生
全
員
が
「
木
琴
」
「
里
の
秋
」
を
合
唱
し

深
い
感
動
を
よ
び
ま
し
た
。
続
い
て

「
私
の
主
張
」
。
正
山
小
五
年
岡
田
さ
か

え
さ
ん
、
肱
中
二
年
大
田
章
江
さ
ん
、

肱
川
分
校
―
―
―
年
冨
永
美
子
さ
ん
、
保
護

者
代
表
清
水
昭
信
さ
ん
、
婦
人
会
代
表

浜
田
イ
ツ
ミ
さ
ん
、
老
人
会
代
表
中
居

喜
代
光
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奈
良
県
同
和
教
育
講
師
団

講
師
の
川
内
俊
彦
先
生
に
「
く
ら
し
の

中
の
差
別
と
人
権
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
講
演
の
要
旨
は
来
月
号

で
紹
介
し
ま
す
。
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鎮 縄 神 楽

地
区
巡
回
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
の
岩
谷
っ
子
ま
つ
り
は
、
保
護

者
、
お
年
寄
り
約
五

0
人
が
参
加
、
も

ち
つ
き
、
老
人
と
児
童
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー

試
合
、
竹
ホ
ー
キ
つ
く
り
の
後
、
緑
の

少
年
隊
栽
培
の
芋
を
使
っ
た
芋
が
ゆ
や

ぜ
ん
ざ
い
を
つ
く
り
、
参
加
者
全
員
で

会
食
し
ま
し
た
。
午
後
は
全
児
童
十
八

名
が
二
班
に
分
か
れ
て
製
作
し
た
二
台

の
ミ
コ
シ
を
、

運
動
場
や
県
道

へ
下
り
て
練
り

歩
き
ま
し
た
。

こ
の
岩
谷
っ
子

ま
つ
り
は
、
開
か

れ
た
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
、
児

童
・
保
護
者
・
老

人
が
交
流
を
通
じ

て
親
睦
を
深
め
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、

恒
例
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

し

岩
谷
分
館
で
は
十
一
月
一
日
、
岩
谷
っ

子
ま
つ
り
に
鎮
縄
神
楽
を
公
演
し
、
子

供
た
ち
は
地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
お

神
楽
を
楽
し
く
鑑
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
愛
媛
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鎮
繍
神
楽
を
、

町
内
の
児
童
に
鑑
賞
の
機
会
を
与
え
て

文
化
財
に
対
す
る
理
解
と
、
豊
か
な
情

操
を
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年

岩
谷
っ
子
ま
つ
り
に

め神楽公演
ソーレ、 ソーレ おまつりだ一

早
い
も
の
で
私
が
中
央
分
館
主
事

に
な
っ
て
二
年
、
部
落
主
事
の
期
間

を
含
め
る
と
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
改
め

て
大
変
な
役
職
だ
な
と
思
い
ま
す
。

当
初
、
運
営
委
員
さ
ん
か
ら
こ
の

役
職
を
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
時
、

無
口
で
消
極
的
な
自
分
に
は
と
て
も

勤
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
引
き
受
け

た
以
上
、
最
後

J
 
私

ま
で
や
り
と
お

と

す
と
い
う
信
念

事

を
も
っ
て
ス
タ
ー

主

ト
し
ま
し
た
が

¥
＼
/
 
3
 
3

館

途
中
、
苦
し
く

2
 

て
何
回
か
投
げ

出

し

そ

う

に

な

っ

く

分

Lー

た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
特
に

ヽ

I
B
J
[
[
-
[

＾
 

練
習
の
時
な
ど
、

自
分
で
は
分
か
っ
た
つ
も
り
で
い
て

も
い
ざ
選
手
の
人
に
説
明
す
る
と
な

る
と
思
っ
た
よ
う
に
で
き
な
く
て
理

解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
‘
―
つ
の
こ
と
だ

け
に
頭
が
い
っ
て
他
の
こ
と
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
行
事
全
体
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

摺―

たこき し`ノぷ_,,r 汗生 こ皆もたもえし一
いれま 、 — - 9 最まさ分となるたこ
とかし 、 後でん館いわのらう
思らた

す生の

;、[こOI ¥) 中野富士雄 l!t伍：： ： [>[
役たしをも

°を経を本経ときなお館で考ひれう知て分いに職゜て始あ＂
悴なでい

し、

頑験さ当験をなけ互活すえととこり多館まよを いめり
画かは
だな←の

張をせにし身いれい動ががり私と会く活すかや た他まけかとで
つ生てよまをとばのを‘ちではでえの動°っっ だのしに実頭は
てかいいしもい何協通こな物とすた人をそたて い役た終行で二
いした経たつうも力じのほ事か゜と々通れと本 て員゜わがはあ
き‘だ験゜てこでがて分うをくそいとしは思当 このでつと考あ
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月 行
”
.
 事 予 定 表

1 ・防火デー ; ・ 21 • 町議会定例会

12 1 ・人権相談 ,-;..,,... ""・,,- 22 ・農業委員会

7 ・行政相談 25 ・税金等出張受入れ

7 • 21 ・心配ごと相談 28 ・仕事納め

8 • 町内幼稚園おたのしみ会 28~30 ・消防団年末夜警

月 18 ・定例部落長会 下旬 •特別町民 「風のパッケー ジ 」 発送

12/26,....___, 1 I 7小中学校冬休み 12/21-------1 /10年末年始交通安全運動

12月の日曜・祝日当直医
-- ----

当 直 医 電 話日

成 田 医 院
47- 0061 6 日

（ 内 子 町 ） 

、池 田 医 院
24- 3100 （日）

（大沙［｛ 市東大沙I、[）

1 3 日
士居内科外科医院

44-5521 
（五 十 崎 町）

（日）
清家産婦人科医院

24- 6868 
（大沙卜［市東大洲）

松 浦 医 院
44- 2776 2 0 日

（五 十 崎 町）

泉 内 禾斗 医 院 24-6407 （日）
（大洲［市東大洲）

藤 本 医 院
44- 2561 2 3 日

（五 十 崎 町）

（水）
松元産婦人科医院

24-3067 
（大洲市中村）

植 木 医 院
44- 2215 2 7 日

（五 十 崎 町）

（日）
石川内科医院

24- 3306 
（大沙卜［ 市若宮）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出かけ下
さし ‘o

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大沙卜［市 立病院 24- 2151 

i 水 加 戸 病 院 24- 5101 

木～日 大 洲中 央病院 24- 4551 

◎
12
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日
1
2
月
15
日
（
火
）

（
出
す
の
は
1
2
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

時

間

午
前
9
時
3
0
分

i
1
2
時

1
2
月
1
6
旦
水
）
＿肱
川
町
公
民
館
一

日

程

場

所

◎
幼
児
教
室

1
2
月
7
旦
月
）
＿中
津
集
会
所

午
後
2
時

12月
3
旦
木
）
＿岩
谷
公
民
館
＿午
前
1
0
時

t

日

程

場

所

時

間

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

｛日。
C
I四

●
場

所

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造

・
鹿
野
川

・
中

野
（
篠
谷
・

滝
山
）
•
上
森
山
・

八
重

栗◎
不
用
犬
回
収
日

1
2
月
8
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
相
談
所
の
開
設

次
の
と
お
り
人
権
相
談
所
が
開
か

れ
ま
す
。
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方

は
お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。

●
日
時
十
二
月
一
日
（
火
）

午
前
十
時
ー
午
後
三
時

肱
川
町
公
民
館

三
階
和
室

▽
日

時

12月4~10日は

人権週間です 。

“守られていますか、あなたの人権＂

差別、いやがらせ、家庭問題、近所のもめご

と、い じめ、体罰でお困りの方は人権擁護委員

か法務局（大沙札支局）へご相談下さい。
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